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令和 6 年度の宮城県精神保健福祉センター（以下、当センター）の事業報告と併せて挨拶を申

し上げます。 

 

 令和 6 年度も様々な事業を進めてまいりましたが、本年度のトピックをいくつかご紹介いたします。 

 当センターでは平成 26 年 1 月から宮城県ひきこもり地域支援センターを開設し、個別相談や家

族会、研修会等の人材育成、地域支援による体制整備事業、普及啓発事業等を行ってきました。

本年度開設から 10 年を経た節目として、これまで対応してきた来所相談ケースについて分析し、

その結果をまとめることができました。また、啓発事業としてひきこもりに関する基礎的な知識をまと

めた動画を県民講座として配信を行うことで、より幅広い世代に届くように工夫しました。ひきこもり

対策ではより身近な地域での支援体制の整備が求められています。そのため、人材育成や市町村

の支援体制整備等にさらに力を向けていきたいと思います。 

本県では本年度から精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（以下、にも包括）の体制整

備により注力する方針となりました。当センターでは地域支援者の支援及び人材育成を目的に令

和 5 年度から従来の対応困難事例スーパーバイズ事業を拡充し、にも包括の事業の１つとしてア

セスメント同行訪問等のアウトリーチ型支援を含む対応困難事例スーパーバイズ事業を全圏域を

対象に実施しています。本年度は初年度よりも多い対応実績となり、ニーズの多さを実感しました。

この事業を通して地域支援者が支援に行き詰りやすいケースの背景や支援者間の連携の課題等

を把握し、重層的な支援体制の整備にむけ、支援者支援に活かしていきたいと思います。また、県

では重点的に取組むべき項目としてピアサポート活動の推進を挙げていることから、宮城県障害

者自立支援協議会精神障害者部会に設置されたピアサポート作業部会の事務局を当センターが

担い、その中で県内のピアサポート活動に関する実態調査を実施し、その結果について分析を進

めているところです。 

精神医療審査会関係では、令和 4年の精神保健福祉法改正に基づき、令和 6年 4月から医療

保護入院期間の法定化と更新に際して更新届の提出、及び措置入院時の入院必要性に係る審

査が必要となりました。それにより審査件数の大幅な増加が見込まれたことから、事務局として合議

体の増設及び審査会の回数増、委員構成の変更等を行い、審査事務及び審査会の安定した運

営に努めました。 

いずれの事業においても、市町村、保健所や関係機関、当センターが連携し、地域おける

重層的支援体制整備を進めていく視点が重要になっています。今後も三次機関として何が

求められているのかをしっかりと考えて、“地域に頼られる精神保健福祉センター”を目指

して職員一同業務に取り組んでまいります。引き続き皆様方の御支援・御協力を賜りますよ

う心よりお願い申し上げます。 

 

令和 8年 3月 

宮城県精神保健福祉センター 

小原 聡子 
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第１ 組織・事務事業の概要 

 
１ 組織の概要 

 

（１）名 称  宮城県精神保健福祉センター 

 

（２）所在地  大崎市古川旭５丁目７－２０ 

 

（３）管 轄   宮城県（仙台市を除く） 

  

（４）沿革・設置の目的 

    県民の心の健康の保持増進、精神障害の予防、適切な精神医療の促進、社会復帰の促進 
及び自立と社会経済活動への参加の促進を図るため、総合的に精神保健福祉対策を推進し 

ていくことを目的とする。 

 

（５）法的根拠 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（精神保健福祉法）第６条 

 

（６）組織推移 

( )  ・昭和４３年 ６月  総合福祉センター 仙台市 内に『宮城県精神衛生センター』が設置
される。 

・昭和６３年 ７月  『宮城県精神保健センター』に改称 

  ・昭和６３年１２月  宮城県精神衛生審議会答申「地域精神保健活動のあり方について」
の中で，総合精神保健センターの設置が提言される。 

  ・平成 ６年 ４月  上記審議会建議「精神保健福祉センターの持つべき機能」及び「整
備すべき社会資源について」が提言される。 

  ・平成 ７年 ７月  『宮城県精神保健福祉センター』に改称 

  ・平成 ８年 ６月  精神保健福祉センター整備検討委員会・同作業部会の設置 

  ・平成１３年 ４月  現在地に新築移転，新センター事業開始 

・平成２６年 １月  『宮城県ひきこもり支援センター』開設 

  ・平成２７年 ６月  『宮城県自死予防情報センター』開設 

  ・平成２９年 ４月  『宮城県自死予防情報センター』から『宮城県自死対策推進センタ
ー』に改称 

  ・平成３１年 ３月  『宮城県アルコール依存症相談拠点』に指定 

  ・令和 ４年 ４月  『宮城県薬物・ギャンブル等依存症相談拠点』に指定 

 

（７）組織体制 （令和６年度） 

    

 

 

 

 

 

 

（８）職種別職員（令和６年度）                       （単位：人) 

医師 保健師 看護師 作業療法士 心理 精神保健福祉士  児童支援専門員  事務 計 

１ ５ ３ ２ ３ １ ０ ６ ２２ 

その他  非常勤医師１人、会計年度任用職員８人 

所長（１） 

   総 括 次 長（１） 

 

技術副参事兼 

総括技術次長（１） 

 

総務班（６） 

相談診療・デイケア班（７） 

企画・地域支援班（５） 
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２ 事務事業の概要 

 

  精神保健福祉に関する総合的専門技術機関として、次の業務を担当している。 

（１）企画立案     関係機関等に対し、専門的な立場から精神保健福祉に関する提案意
見具申等を行う。 

 

（２）技術指導及び援助 保健所及び関係機関に対し、専門的な立場から指導と援助を行う。 

 

（３）教育研修     保健所及び関係機関の職員に対し、専門的研修を実施する。 

 

（４）調査研究     精神保健諸問題の調査研究の実施と精神保健福祉関係の統計や関係 

資料の収集を行う。 

 

（５）広報普及活動   一般県民に対して、精神保健福祉の知識や精神障害の正しい知識の 

普及啓発を図る。 

 

（６）自立支援医療（精神通院）及び精神障害者保健福祉手帳 

            精神障害者の医療及び福祉を充実するため、自立支援医療（精神通 

院）の認定及び精神障害者保健福祉手帳の交付を行う。 

 

（７）精神医療審査会  宮城県精神医療審査会において医療保護入院者入院届、定期病状報 

告書、退院等請求書の審査等を行う。 

 

（８）組織の育成    地域精神保健福祉活動の向上を図るため、地域住民参加による組織 

的な活動が行われるように、関係団体等の育成に努める。 

 

（９）精神保健福祉相談 来所や電話による心の健康相談、精神医療に関する相談、さらには 

アルコール、薬物、ギャンブル等依存症の相談を含め、精神保健福
祉全般に関する相談を実施する。 

 

10（ ）精神科外来診療  センターにおける診療機能の一環として、外来診療を実施する。 

 

11（ ）デイケア事業   センターにおける診療機能の一環として、回復途上にある思春期・ 

青年期の精神障害者の方に対してデイケア療法を実施し、社会参加 

の促進を図る。 

 

12（ ）自死対策事業   自死対策推進センターを設置し、相談支援、関係機関職員の研修に 

よる人材育成及び技術支援、普及啓発、ネットワーク構築等の充実 

を図るとともに、市町村計画策定支援等により自死対策に取り組 
む。 

 

13  （ ）ひきこもり対策事業 ひきこもり地域支援センターを設置し、ひきこもりからの回復に向 

けた相談や家族会、居場所支援を実施するほか、支援関係者の人材 

育成、普及啓発、ネットワーク構築等によりひきこもり対策に取り 

組む。 

 

14（ ）依存症対策事業  依存症からの回復に向けた相談や家族教室の開催、依存症の相談支 

援に当たる関係機関職員の人材育成、普及啓発、自助グループを含 

む民間団体への支援、ネットワーク構築等により依存症対策に取り 

組む。 

 

15（ ）災害対応関連事業 様々な災害による被災者及び支援者を支援し、地域精神保健活動の 

再構築を図るための関連事業を実施する。 
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第２ 精神保健福祉センター事業概要（令和６年度） 

  

 １ 技術指導及び援助 

   保健所及び関係機関に対し専門的立場から指導と援助を行った。 
 
（１）保健所に対する技術援助件数 

                                                  
（２）関係機関技術援助件数 

内 容 

 
 
 
関係機関  

老
人 
精
神
保
健 

社
会
復
帰 

ア
ル
コ
ー
ル 

薬
物 

ギ
ャ
ン
ブ
ル 

ゲ
ー
ム 

思
春
期 
保
健 

心
の
健
康 
づ
く
り 

ひ
き
こ
も
り 

自
殺
関
連 

犯
罪
被
害 

災
害
関
連 

そ
の
他 

 
計 

市町村 1 2 0 2 0 0 2 17 48 19 0 0 40 131 

医療施設 0 0 0 1 0 0 1 0 0 7 0 0 8 17 

福 
祉 

介護保健施設等 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

障害者支援施設 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 9 13 

社会福祉施設 0 0 0 0 0 0 2 3 12 0 0 0 0 17 

仙台保護観察所 0 0 0 11 0 0 0 4 0 0 0 0 3 18 

その他（県(保健所除く)・

心のケアセンター・他） 
1 2 3 18 3 0 9 8 62 24 3 6 50 189 

計 3 4 3 32 3 0 14 32 126 50 3 6 110 386 

 
 

   内 容 

 

保健所 

老
人
精
神
保
健 

社
会
復
帰 

ア
ル
コ
ー
ル 

薬
物 

ギ
ャ
ン
ブ
ル 

ゲ
ー
ム 

思
春
期
保
健 

心
の
健
康
作
り 

ひ
き
こ
も
り 

自
殺
関
連 

犯
罪
被
害 

災
害
関
連 

そ
の
他 

計 

仙  南 0 1 0 0 0 0 0 4 1 3 0 0 12 21 

仙 塩 釜 0 0 0 1 0 0 0 18 20 0 0 0 25 64 

台 岩沼支所 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 12 14 

 黒川支所 0 0 0 2 0 0 0 1 2 7 0 0 6 18 

北  部 0 0 0 0 0 0 2 15 3 2 0 0 1 23 

北部（栗原） 0 0 0 2 0 0 1 1 4 3 0 0 10 21 

東部（登米） 0 0 3 0 0 0 6 6 10 13 0 0 16 54 

東  部 3 0 0 0 0 0 0 4 2 6 0 0 8 23 

気 仙 沼 1 0 0 0 0 0 3 3 6 0 0 1 6 20 

他 
仙台市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

他 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 4 1 3 5 0 0 12 53 49 34 0 1 96 258 
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（３）対応困難事例スーパーバイズ事業 

（技術援助のうち対応困難事例スーパーバイズ事業対応分を再掲） 
 
イ 事例検討（実人数）  

 
 
 
 
 
 
 

ロ 事例検討（延人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  ハ アウトリーチ型支援を含む対応困難事例スーパーバイズ事業 

（対応困難事例スーパーバイズ事業のうちアウトリーチ型支援を含む対応困難事例スーパーバイズ

事業分を再掲） 

2＊アウトリーチ型支援を含む対応困難事例スーパーバイズ事業は、令和 年度よりモデル地区（塩
5釜圏域・大崎圏域）を選定し実施、令和 年度から全圏域を対象に本格実施。 

 
 
 
 
 
（参考） 

6  18 29【令和 年度】 実 人  延 人 

NO 保健所 年齢 事例の概要 実施内容 対応者 

1 
塩釜保健所
岩沼支所 

40 代 
通院自己中断後、被害妄想により日
常生活に支障をきたしているが、病
識がなく医療に繋がらない事例 

事例検討 医師・保健師 

2 塩釜保健所 50 代 
「ひきこもりの家族を何とかして」
と様々な相手に相談を繰り返す事例 

事例検討 
アセスメント同行訪問 

医師・保健師 

3 
石巻保健所
登米支所 

60 代 
お互いに暴言・暴力がありながらも
共依存し合うアルコール家族の事例 

事例検討 
医師・保健師・
心理職 

4 石巻保健所 90 代 対象者が支援中に自死した事例 
事例検討 
ミニレクチャー（支援者の
メンタルフォロー） 

医師・保健師・
心理職 

5 
石巻保健所
登米支所 

20 代 自傷行為、虞犯を繰り返す事例 事例検討 
医師・保健師・
心理職 

6 石巻保健所 40 代 
生活困窮によって精神不安定にな
り、希死念慮を訴える事例 

事例検討 医師・保健師 

7 大崎保健所 40 代 
支援者とのトラブル、クレームが多
く、支援関係の構築が難しい事例 

事例検討 医師・保健師 

8 大崎保健所 30 代 
元医療観察法ケース・医療中断で触
法行為を繰り返す発達障害の事例 

事例検討 
医師・保健師・ 
PSW 

9 仙南保健所 30 代 
触法行為や女性問題を起こし、家族
との関係性も悪い事例 

事例検討 医師・保健師 

10 
塩釜保健所
岩沼支所 

30 代 
こだわりが強く、家族に暴言を繰り
返している事例 

事例検討 医師・保健師 

 3令和 年度 4令和 年度 5令和 年度 6令和 年度 

計 10 6 9 18 

 3令和 年度 4令和 年度 5令和 年度 6令和 年度 

訪問 2 0 0 1 

    事例検討 16 6 12 28 

計 18 6 12 29 

 3令和 年度 4令和 年度 5令和 年度 6令和 年度 

アウトリーチ型支援を含む対応困難

事例スーパーバイズ事業（延） 
5 10（ ） 2 2（ ） 9 12（ ） 18 29（ ） 
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11 石巻保健所 40 代 
強迫観念等により育児や生活に支障
をきたしている事例 

事例検討 
医師・保健師・
心理職 

12 
塩釜保健所
黒川支所 

20 代 
激しい自傷行為があり家族が憔悴し
ている事例 

事例検討 医師・保健師 

13 
大崎保健所
栗原支所 

40 代 
自分の主張を正当化し周囲を振り回
す知的障害・発達障害の事例 

事例検討 
医師・保健師・ 
PSW 

14 
塩釜保健所
岩沼支所 

40 代 
精神新患を持つ本人と不登校児の親
子の事例 

事例検討 
医師・保健師・
心理職 

15 塩釜保健所 30 代 
複数の支援を要する対象がいる家庭
の事例 

事例検討 医師・保健師 

16 塩釜保健所 60 代 
受診中断し、生活が乱れ近隣住民と
もトラブルになっている事例 

事例検討 医師・保健師 

17 仙南保健所 60 代 
医療や支援者を拒否し、介入が行き
詰まった事例 

事例検討 医師・保健師 

18 
大崎保健所
栗原支所 

30 代 
重度の精神障害があり、入所施設へ
の不適合を起こしている事例 

事例検討 医師・保健師 
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２ 教育研修 

  保健所、市町村、精神科医療機関、相談支援事業所、学校等の精神保健福祉に関係する職員に対して、次

のような研修会を実施した。 

 

研修名 対象 目的 内容 開催日 会場 参加者数 

精神保健

福祉基礎

講座Ⅰ 

市町村、県保健所、県児童相

談所、相談支援事業所（仙台

市除く）、精神科医療機関の

職員で精神保健福祉の相談

支援業務に従事している初任

者等 

精神障害に関する

知識や支援の基

礎について学ぶと

ともに当事者の思

いや生活について

理解を深める 

※宮城県公式 YouTube によるオン

デマンド配信 

講義１：精神保健福祉の歴史・変遷 

講義２：精神保健福祉の現状 

講師：当センター 企画・地域支援班 

講義３：精神保健福祉について 

講義４：重層的な支援体制とは 

講義５：精神障害について 

講義６：支援者としての心構え 

講師：当センター 所長 小原 聡子 

講義７：（１）当事者から支援者への 

メッセージ 

       ～“リカバリーストーリー” 

経験に触れる～ 

     （２）当事者から支援者への 

メッセージ 

       ～支援者の皆さんへ 

伝えたいこと～ 

講師：当事者 2人 

令和 6年 

6月 3日

（月） 

～ 

令和 6年 

7 月 31 日

（水） 

オンデマ

ンド配信 

134人 

精神保健

福祉基礎

講座Ⅱ 

相談時の主訴の把

握、相談者との信

頼関係構築など、

相談支援に携わる

上で基本となる重

要な面接技術を習

得し、実践につな

げる 

講義及び演習：「相談支援のための

面接技術」 

講師：東北学院大学人間科学部心

理行動科学科 

准教授 東海林 渉氏 

令和 6年 

7月 10日

（水） 

宮城県大

崎合同庁

舎 

39人 

令和 6年

度 WHO

版サイコロ

ジカル・フ

ァーストエ

イド（PFA）

研修 

市町村（精神保健福祉関係、

防災・被災者支援関係職

員）、保健所、精神科・心療内

科標榜医療機関、教育機関、

社会福祉協議会、消防機関、

警察等の被災者支援に携わる

可能性のある職員 

※専門職種だけでなく事務職 

等も含む 

WHO 版心理的応

急処置の基本につ

いて学ぶことによ

り、災害等の緊急

時を含めた住民支

援に活用する 

 

※心のケアセンタ

ーの機能縮小に伴

い、令和 3年度か

ら当センターが主

催で実施 

講義：「WHO 版サイコロジカル・ファ

ーストエイド（PFA）について」 

講師：東北学院大学人間科学部心

理行動科学科 

准教授 臼倉 瞳 氏 

令和 6年 

10月 2日

（木） 

Web開催 44人 
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研修名 対象 目的 内容 開催日 会場 参加者数 

精神障害

にも対応

した地域

包括ケア

システム

に関する

研修 

市町村、各保健福祉事務

所、精神科医療機関、障害

者相談支援事業所等の関

係機関 職員 

各地域における

「にも包括」の取組

を推進するうえで

基本となる考え方

を学ぶとと もに、

当事者の視点を

ふまえ、地域全体

で支え合える地域

づくりについて理

解を深める 

テーマ：精神障害にも対応した地域 

包括ケアシステムの理解 

～当事者とともに、地域の「にも包括」 

 について考える～ 

講師：東北福祉大学せんだん 

ホスピタル 

院長 西尾 雅明 氏 

宮城県内在住当事者 

原田 幾世氏 

宮城県内在住当事者 

二階堂 洋之氏 

令和 7年 

3月 7日

(金) 

ハーネル

仙台 

79人 

心のサポ

ーター養

成研修 

市町村（健康増進担当、生

活保護担当、障害福祉担

当、介護保険担当等）、保健

福祉事務所（地域事務所・

支所）（精神保健福祉担当

班に限らない）、児童相談所

（支所）、障害福祉サービス

事業所（相談支援、就労支

援、居宅介護、生活介護、

生活訓練、短期入所等）、訪

問看護ステーション、精神科

医療機関 等の職員 

こころの不調や精

神疾患に関する正

しい知識と理解を

持ち、家族や同僚

等に対して傾聴を

中心とした支援を

行う心のサポータ

ーを養成すること、

また、こころの病気

を持つ人に対する

差別や偏見を持

つことなく共生でき

る風土づくりや、こ

ころの不調の早期

発見やサポートに

役立つ知識や方

法を習得し、 

誰もが安心して暮

らし続けることので

きる地域づくりを目

指すもの 

※富谷市への開催協力 

内容：心のサポーター養成研修 

    （選択研修）ストレスコーピング 

でセルフケア 

講師：心のサポーター指導者 

公立大学法人宮城大学 

看護学群 

准教授 小松 容子氏 

令和 6年 

5月 28日

（火） 

富谷市学

校給食セ

ンター 

60人 

内容：心のサポーター養成研修 

    （選択研修）ストレスコーピング 

でセルフケア 

講師：心のサポーター指導者 

医療法人東北会訪問看護 

ステーション 

こめりな 所長 森 和浩氏 

令和 6年 

8月 28日

（水） 

大河原町

駅前コミ

ュニティ

センター

（オーガ） 

33人 

内容：心のサポーター養成研修 

    （選択研修）こころの病気につ 

いて学ぶ 

講師：心のサポーター指導者 

公立大学法人宮城大学 

看護学群 

准教授 小松 容子氏 

令和 6年 

9月 17日

（火） 

公益財団

法人宮城

県市町村

振興協会

（宮城県

自治会館

9階） 

67人 

※大和町への開催協力 

内容：心のサポーター養成研修 

    （選択研修）ストレスコーピ 

ングでセルフケア 

講師：心のサポーター指導者 

    大和町健康推進課 

副参事 佐藤 泰啓氏 

保健師 齊藤 咲英氏 

令和 6年 

9月 26日

（木） 

大和町役

場 

51人 
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研修名 対象 目的 内容 開催日 会場 参加者数 

心のサポ

ーター養

成研修 

  内容：心のサポーター養成研修 

    （選択研修）ストレスコーピング 

でセルフケア 

講師：心のサポーター指導者 

    光ヶ丘保養園 地域支援室 

    室長 守屋 佑亮氏 

令和 6年 

9月 27日

（金） 

マルホ

ンまきあ

ーとテラ

ス（石巻

市芸術

文化セ

ンター） 

67人 

内容：心のサポーター養成研修 

    （選択研修）こころの病気につ 

いて学ぶ 

講師：心のサポーター指導者 

    当センター 所長 小原 聡子 

令和 6年 

11月 28

日（木） 

大塚製

薬 

東北支

店 

33人 

内容：心のサポーター養成研修 

    （選択研修）ストレスコーピング 

でセルフケア 

講師：心のサポーター指導者 

    当センター 所長 小原 聡子 

令和 6年 

12月 11

日（水） 

宮城大

学 

大和キ

ャンパス 

21人 

※大郷町への開催協力 

内容：心のサポーター養成研修 

    （選択研修）ストレスコーピング 

でセルフケア 

講師：心のサポーター指導者 

    原クリニック 精神保健福祉士 

 渡部 裕一氏 

令和 7年 

1月 21日

（火） 

大郷町

保健セ

ンター 

27人 

心のサポ

ーター指

導者養成

研修 

(1)以下の国家資格を有す

る方 

医師、保健師、看護師、

精神保健福祉士、公認心

理師、メンタルヘルス・

ファーストエイド エイダ

―以上 

(2)下記の資格を有し、精

神保健に関する業務に携

わった経験がある者 

薬剤師、理学療法士、作

業療法士、管理栄養士、

栄養士、社会福祉士、介

護福祉士、保育士 

各地域における心 

のサポーター養成 

を一層推進するた 

め、地域の各専門 

職を対象に「心の 

サポーター養成研 

修」の講師を担う 

「心のサポーター 

指導者」を養成す 

るもの 

※国モデル事業を活用し、対面で 

開催した。 

内容： 

(1)指導者研修 

心のサポーター養成事業とは、 

養成研修の進め方等 

(2)選択研修「こころの病気につい 

て学ぶ」 

(3)補足説明（確認テストの代替） 

講師：岩手医科大学医学部神経精

神科学講座 

教授（精神科医） 大塚 耕太郎氏 

令和 7年 

1月 27日

（月） 

TKPガ

ーデン

シティ

PREMI

UM仙

台西口 

72人 
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研修名 対象 目的 内容 開催日 会場 参加者数 

依存症関

連問題研

修Ⅰ 

市町村、保健所、福祉事務

所、相談支援事業所、地域

包括支援センター、消費生

活センター、児童相談所、

精神科医療機関、矯正機

関、保護観察所等の司法関

係機関、仙台弁護士会、宮

城県司法書士会等で依存

症支援に関わることのある者 

依存症の問題を

抱えた本人への理

解に焦点を当て、

依存症の基礎的

知識や支援者とし

ての心構えを学ぶ

とともに、本人の声

を聴き、参加者そ

れぞれの依存症

支援に生かすこと 

講義１：「依存症の基礎知識と本人理

解について」 

講師：医療法人東北会東北会病院 

診療部長 奥平 富貴子氏 

講義２：「依存症本人への地域支援と 

支援者としての心構え」 

講師：医療法人東北会 訪問看護 

ステーション こめりな 

所長 森 和浩氏 

発表：「体験談～当事者からのメッセ 

ージ～」 

NA発表者： 仙台グループ 

トム氏、カズト氏 

令和 6年 

9月 4日

（水） 

Web開催 82人 

依存症関

連問題研

修Ⅱ 

本人理解を深める

ための手法の一つ

である“問題解決

しない事例検討”

について学び、本

人の“人となり”を

参加者と共有して

いきながら、本人

が“本当に困って

いる”背景を見つ

けるヒントを習得

し、今後の支援に

生かすこと 

講義：「問題解決しない事例検討と

は」 

演習：「問題解決しない事例検討」 

検討事例：依存の問題を抱える本人

の事例 

演習の流れ：①ルール確認②質問タ

イム③解釈タイム（グループワーク）④

解釈タイム（全体）⑤共有タイム 

講師：岩手県立大学社会福祉学部 

人間福祉学科 

准教授 泉 啓氏 

医療法人東北会 訪問看護 

ステーション 

こめりな 所長 森 和浩氏 

事例提供者：塩釜保健所岩沼支所 

 平塚技術主査 

令和 6年 

11月 13

日(水) 

みやぎハ

ートフル

センター 

39人 

若年者の

こ こ ろ と

TIC（トラウ

マインフォ

ー ム ド ケ

ア）研修 

（１）相談支援事業所、市町

村、保健所等の精神保健福

祉支援機関 

（２）精神科医療機関 

（３）教育事務所等県教育機

関、市町村教育委員会、高

等学校、中学校 

（４）県児童相談所、児童自

立支援施設、児童養護施設 

（５）矯正機関、保護観察所

等の司法援助機関 

ＳＯＳを出す子ども

のこころや自傷行

為等の行動の背

景を学ぶことで、

子どもに関わる大

人がＳＯＳを受け

止めることができる

ようになるための

第一歩とし、若年

者のみならず、大

人も生きづらさの

要因となりうるトラ

ウマについての理

解を深め、様々な

傷つきを抱える方

の支援の基本概

念を学ぶもの 

※宮城県公式 YouTube によるオン

デマンド配信 

講義１：「トラウマインフォームドケアの

基礎を学ぶ①」 

講義２：「トラウマインフォームドケアの

基礎を学ぶ②」 

講師：当センター 非常勤医師 福地 

成 

令和 6年 

12月 2日

（月）～ 

令和 7年 

1月 31日

（金） 

オンデマ

ンド配信 

116人 
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研修名 対象 目的 内容 開催日 会場 参加者数 

令和 6 年

度ひきこも

り等支援

関係者研

修 （ 基礎

編Ⅰ） 

市町村、各種相談機関、教

育機関、医療機関等の職員

で、ひきこもり・不登校状態

にある本人や家族等の相談

支援に従事している方 

ひきこもり支援に

従事して間もない

支援者を主な対象

として、ひきこもり

支援の基礎につ

いて理解を深め、

今後の支援の一

助にしていただく

こと 

※宮城県公式 YouTube によるオン

デマンド配信 

講義：①「ひきこもりの理解と支援」 

ひきこもりについての概論 

②「ひきこもり支援における家族支援

の実際」家族面接の進め方について 

③「ひきこもりサポートブックの使い

方」サポートブックの活用方法につい

て 

④宮城県ひきこもり地域支援センタ

ーの事業について ひきこもり地域支

援センターの事業の説明 

動画作成：当センター 

相談・診療デイケア班 

配信期間 

令和 6年 

7月 26日

（火） 

～ 

令和 6年 

8月 23日

（金） 

オ ン デ

マンド配

信 

209人 

（98機関） 

令和 6 年

度ひきこも

り等支援

関係者研

修 （ 基礎

編Ⅱ） 

市町村、各種相談機関、教

育機関、医療機関等の職員

で、ひきこもり・不登校状態

にある本人や家族等の相談

支援に従事している方で「令

和 6年度ひきこもり等支援

関係者研修（基礎編Ⅰ）」に

申し込まれた方 

ひきこもり支援に

従事して間もない

支援者を主な対象

として実施した「令

和 6年度ひきこも

り等支援関係者研

修（基礎編Ⅰ）」の

受講者を対象に、

ひきこもり状態にあ

る本人への基本的

な関わりと、集団

支援についての理

解を深め、今後の

支援の一助にして

いただくこと 

※宮城県公式 YouTube によるオン

デマンド配信 

講義：①「ひきこもり支援における本 

人支援の実際」ひきこもり状態にある 

本人の個別面談における支援のポイ 

ントについて 

②「集団支援について～居場所支援

を中心に～」ひきこもり支援における

手段支援の必要性と居場所支援の

実際の取組について 

動画作成：当センター 

相談・診療デイケア班 

配信期間 

令和 7年 

1月 29日 

（水） 

～ 

令和 7年 

2月 28日

（金） 

オ ン デ

マンド配

信 

209人 

（98機関） 

ひきこもり

等支援関

係者研修

（応用編） 

居場所づ

くりの工夫

を考える 

～県内の

居場所支

援の取組

みから～ 

市町村、相談支援機関、県

保健福祉事務所等の職員

で、ひきこもり・不登校状態

にある本人や家族等の相談

支援に従事している方。ま

た、ひきこもり等支援の体制

整備に関する事業に従事し

ている方 

現在県内にある複

数の居場所のさま

ざまな運営状況に

ついて紹介し、今

後の市町村域に

おけるひきこもり支

援内容の充実に

向けて、具体的な

参考としていただ

くこと 

（１）取組紹介 

①「宮城県内の居場所支援実施状況

について」当センター 

②「おらほの居場所自慢」パネリスト：

池の内ベース 浅野 恵美氏 

（東松島市社会福祉協議会） 

コミュニティーカフェ・リアン 伊藤 小

枝氏 （大河原町社会福祉協議会） 

HATCHいわぬまフリースペース 

佐藤 直美氏 （NPO法人アスイク） 

（２）パネルディスカッション 

「おらいの居場所～行ってみたくな 

る居場所を作っぺし!～」 

令和 7年 

1月 30日

（木） 

当セン

ター 

研修室 

22人 
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研修名 対象 目的 内容 開催日 会場 参加者数 

ひきこもり

等支援関

係者研修

（応用編） 

  ※令和７年１月 31 日に実施した令和

6 年度ひきこもり等支援関係者研修

（応用編）を宮城県公式 YouTube に

よりオンデマンド配信 

動画１：「宮城県内の居場所支援実

施状況について」当センター 

動画２：「おらほの居場所自慢１」 

HATCHいわぬまフリースペース 

佐藤 直美氏（NPO法人アスイク） 

動画３：「おらほの居場所自慢２」 

コミュニティーカフェ・リアン 

伊藤 小枝氏（大河原町社会福祉協

議会） 

動画４：「おらほの居場所自慢３」 

池の内ベース 浅野 恵美氏 

（東松島市社会福祉協議会） 

動画５：パネルディスカッション 

「おらいの居場所～行ってみたくなる

居場所を作っぺし!～」前編 

動画６：パネルディスカッション 

「おらいの居場所～行ってみたくなる

居場所を作っぺし!～」後編 

令和 7年 

3月 10日 

（月） 

～ 

令和 7年 

3月 24日

（月） 

オンデ

マンド配

信 

38人 

（28機関） 

 

３ 学生・臨床医研修生指導 

保健・医療・福祉等関係の教育機関における臨地実習を受け入れ、必要な知識や技術を指導する。 

2 4    東北福祉大学（看護学生）  回・ 人 

2 4    東北学院大学（公認心理師・学部生） 回・ 人 

5 1    東北学院大学（公認心理師・大学院生） 日間・ 人 

4 11    東北医科薬科大学医学部生 回・ 人 
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４ 調査研究 

地域精神保健福祉活動を推進するために、精神保健の諸問題を調査研究するとともに、精神保 

健福祉に関する統計及び資料を収集整備した。 

（１）調査研究・実践報告 

 東北・北海道ブロック精神保健福祉センター所長会研究協議会 

   （研究報告） 

『宮城県ひきこもり地域支援センターの来所相談ケースについての考察 

10 ～センター開設から 年間の傾向～』 

 

52 （２）発行 所報 号を発行。関係機関に配布、ホームページに掲載 

 

 

５ 広報普及啓発 

   一般県民及び関係機関に対して精神保健福祉の知識の普及を図る目的で次のような活動を行っ
た。 

（１）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進事業、自死対策推進センター事業、
    ひきこもり地域支援センター事業、依存症対策事業において、普及啓発実施（各事業参照） 

（２）ホームページによる情報提供（随時更新） 

（３）県政だよりやラジオ放送による情報発信 

 

 

６ 自立支援医療（精神通院）及び精神障害者保健福祉手帳 

精神障害者の医療及び福祉を充実するため、自立支援医療（精神通院）の承認及び精神障害者 

健福祉手帳の交付を行った。 

（１）自立支援医療（精神通院）及び精神障害者保健福祉手帳審査会 

     委員９人（うち県職員１人）      開催回数 ２４回（月２回開催） 

（２）自立支援医療（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支持するための法律第 52条） 

      申請者数 １８，５６４人  承認者数 １８，５６３人  （うち新規者数 ３，２００人） 

（３）精神障害者保健福祉手帳（精神保健福祉法第４５条） 

      申請者数  ６，００３人    交付者数  ５，７３７人（うち新規者数 １，３９１人） 

                                                                （令和７年３月末現在） 
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７ 精神医療審査会 
  精神障害者に対して人権に配慮した適正な医療及び保護の確保を図るため、宮城県精神医療 

審査会における医療保護入院者入院届、定期病状報告書、退院等請求の審査等を行った。 

 

審査会開催状況及び定期病状報告書等の審査状況       

区  分 件  数  等 

精神医療審査会 

 精神医療審査会委員  ２９人 

 開催回数 全体会     １回 

      会長･班長会議       １回 

      合議体  ３６回 

 

 

措置入院決定報告書        ８４件 

医療保護入院者入院届      １,５６２件 

措置入院者定期病状報告書         １７件 

医療保護入院更新届      １,１１３件 

医療保護入院者定期病状報告書   １１４件 

退院等請求                １３件 

 

   合  計            ２,９０３件 

 

 

 

８ 組織の育成及び連携 
   地域精神保健活動の向上を図るため、地域住民参加による組織的な活動が行われるように、下

記の団体等の育成及び連携に努めた。 

 

団体名等 
援助

回数 
主な援助内容 

宮城県精神保健福祉協会 ５ 
理事会や表彰選考委員会等への参加、組織運営に

関する支援、精神保健福祉大会への協力 

宮城県断酒会 ２３ 組織育成支援、会場提供 

宮城県自死遺族支援連絡会 ２ 
各団体の活動状況等情報交換、連携体制づくりへ

の支援、講演会の共催 

大崎市ひきこもり･不登校支援

関係者座談会  ２ 
各団体の活動状況情報交換等、ネットワークづく

りの支援 

薬物依存地域支援者ネットワー

ク連絡協議会 １１ 
各団体の活動状況情報交換等、ネットワークづく

りの支援 
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９　精神保健福祉相談

 　イ　年度別推移

　 ロ　性別・年齢別相談件数（実人数）

0 1 29 35 32 10 12 119

0 1 16 15 7 5 1 45

0 2 45 50 39 15 13 164

　 ハ　相談延人数

0 7 177 285 121 6 38 634

0 5 189 117 7 7 1 326

0 12 366 402 128 13 39 960

 　ニ　保健所管轄別相談件数（実人数）

0 0 0 2 1 0 2 0 0 0 0 0 0 5 3.0%

塩釜 0 0 0 2 3 0 2 0 6 0 0 0 0 13 7.9%

岩沼支所 0 0 0 1 2 0 2 0 1 0 0 0 0 6 3.7%

黒川支所 0 0 3 2 9 1 1 0 10 0 0 0 0 26 15.9%

0 0 8 10 11 0 4 1 28 0 0 0 2 64 39.0%

0 0 1 1 2 0 0 1 8 0 0 0 0 13 7.9%

0 0 1 3 7 0 2 1 7 0 0 0 0 21 12.8%

0 0 1 0 4 0 1 0 6 0 0 0 0 12 7.3%

0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 3 1.8%

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.6%

0 0 15 22 40 1 14 3 67 0 0 0 2 164 100.0%

 　ホ　年度末における転帰

0 0 6 10 13 0 6 0 5 0 0 0 1 41

0 0 9 12 27 1 8 3 62 0 0 0 1 123

0 0 15 22 40 1 14 3 67 0 0 0 2 164

摂 食
障 害

仙台市

摂 食 障
害

て ん
か ん

そ の 他

計

老 人 精
神 保 健

社 会
復 帰

ア ル
コ ー ル

計
心 の
健 康
づ く り

ギ ャ ン
ブ ル 関

連

薬 物
ギ ャ ン
ブ ル

思 春 期
心 の 健

康
づ く り

ゲ ー ム
そ の 他
の 依 存

症

う つ ・
う つ
状 態

30歳代 計

（１）来所相談

40歳代

64

137

675

66

思 春 期

てんか
ん

そ の 他
老 人 精
神 保 健

社 会 復
帰

ア ル
コ ー ル
関 連

薬 物 関
連

う つ ・
う つ 状

態
ゲ ー ム

そ の 他
の 依 存

症

960

61

127

685 818 953

73 34

130

164157

84

139

88

51 73

気仙沼

　　　　　　年 度

相談件数

     年 齢
性 別

男

女

計

15歳
以下

     年 齢
性 別

15歳
以下

新 規 相 談 実 人 数

計

　　事　業

管　轄

　　事　業

処　遇

終了

次年度へ継続

仙南

大崎

栗原

石巻

登米

計

割合

計

男

女

計

40歳代30歳代

塩
釜

その他

16～19
歳

20歳代
60歳
以上

50歳代

令和２年度 令和３年度 令和４年度

60歳
以上

50歳代
16～19
歳

(単位：人）

(単位：人）

(単位：人）

令和５年度 令和６年度

 　   精神保健及び精神障害者福祉の相談・指導を行った。特に、複雑又は困難な相談に対応した。

20歳代

前年度からの継続実人数

合 計 （ 実 人 数 ）

相談者総数（延人数）
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　へ　来所経路別相談件数（実数） （単位：件）

家族
知人

センター
電話相談

医療
機関

市町村
教育
機関

その他の
公的機関

その他の
機関

60 19 3 5 4 4 9 12 121

20 5 2 0 1 1 1 2 33

　ト　相談内容別相談件数（実数･延数） （単位：件）

実 延べ 実 延べ

0 0 67 696

ⅰ認知症 0 0 ⅰ心の不調 6 79

ⅱその他 0 0 ⅱ家族関係 5 40

0 0 ⅲ人間関係 0 0

ⅰ日常生活 0 0 0 0

ⅱ制度利用 0 0 56 577

ⅲその他 0 0 ⅵ生活困窮 0 0

49 211 ⅶ性の悩み 0 0

ⅰアルコール 5 17 0 0

ⅱ薬物関連 7 47 0 0

ⅲギャンブル 29 128 0 0

ⅳゲーム 0 0 0 0

ⅴその他 8 19 2 21

3 32 ⅰ精神症状 1 15

ⅰ心の不調 0 0 ⅱ病気治療 1 6

ⅱ家族関係 0 0 ⅲその他相談 0 0

ⅲ人間関係 0 0 0 0

ⅳ不登校 0 0 0 0

3 32 121 960

ⅵ生活困窮 0 0

ⅶ性の悩み 0 0

ⅷその他 0 0

（単位：件）

(相談件数再掲）

66 6 1 0 1

705 48 1 0 0

計
保健所

件数 5

小計

  心の健康
づくり

小計

自発的
来　所

　依存症
問題

(内)新規相談 1

相談内容 相談内容

自 殺

関 連

自 死
遺 族
(再掲）

ⅴ自立･社会参加

計

　思春期
相談

　　摂食障害

災害

ⅷその他

小計

ⅴ自立･社会参加

ⅴ話し相手を求めて

　　てんかん

老人
精神保健

ⅳ不登校
社会復帰

小計

ⅳ問合せ

紹介元

小計

その他

小計

　　うつ・うつ状態

実数 1

延数 6

ひ き こ

も り

発 達

障 害

犯罪

被害
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（２）電話相談

　イ　対象者性別・年齢別相談件数（延件数）

男

女

不 明

男

女

不 明

  ロ　対象者職業別・年齢別相談件数（延件数）

16 (0) 19 (0) 29 (0) 1 (0) 0 (0) 2 (0) 1 (0) 7 (0) (0)

0 (0) 2 (0) 39 (0) 40 (0) 35 (0) 93 (0) 22 (0) 37 (0) (0)

0 (0) 0 (0) 2 (0) 2 (0) 2 (0) 2 (0) 42 (0) 3 (0) (0)

0 (0) 0 (0) 1 (0) 5 (0) 15 (0) 5 (0) 7 (0) 5 (0) (0)

0 (0) 3 (0) 11 (0) 9 (0) 94 (0) 16 (0) 145 (0) 3 (0) (0)

0 (0) 0 (0) 2 (0) 12 (0) 30 (0) 240 (0) 50 (0) 10 (0) (0)

0 (0) 0 (0) 3 (0) 237 (1) 168 (0) 252 (0) 10 (0) 11 (0) (1)

0 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 3 (0) 0 (0) 5 (0) (0)

0 (0) 4 (0) 44 (0) 36 (0) 118 (0) 279 (2) 528 (0) 50 (0) (2)

3 (0) 3 (0) 13 (0) 14 (0) 20 (0) 25 (0) 17 (0) 230 (0) (0)

19 (0) 32 (0) 144 (0) 356 (1) 483 (0) 917 (2) 822 (0) 361 (0) (3)

（　）は災害に関する相談を再掲

　ハ　相談種別ごとの電話のかけ手（延件数） 　

42 (0) 0 (0) 7 (0) 6 (0) 14 (0) 4 (0) 9 (0) 14 (0) 954 (1) 81 (0) 0 (0) 26 (0) 1,642 (2) 2,799 (3) 0

8 (0) 1 (0) 34 (0) 7 (0) 29 (0) 6 (0) 13 (0) 20 (0) 91 (0) 4 (0) 0 (0) 0 (0) 80 (0) 293 (0) 0

1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 2 (0) (0) (0) 0 (0) 0 (0) 10 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 4 (0) 17 (0) 0

0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) (0) (0) 1 (0) 1 (0) 6 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 4 (0) 13 (0) 0

0 (0) 0 (0) 2 (0) 0 (0) 1 (0) (1) (0) 0 (0) 0 (0) 3 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 5 (0) 12 (0) 0

51 (0) 1 (0) 44 (0) 13 (0) 46 (0) 11 (0) 23 (0) 35 (0) 1,064 (1) 85 (0) 0 (0) 26 (0) 1,735 (2) 3,134 (3) 0

（　）は災害に関する相談を再掲

　ニ　相談種別による処遇内訳件数(延件数）

50 (0) 0 (0) 37 (0) 8 (0) 29 (0) 9 (0) 15 (0) 29 (0) 1,047 (1) 82 (0) 0 (0) 26 (0) 1,708 (2) 3,040 (3) 0

0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0) 2 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 5 (0) 11 (0) 0

1 (0) 1 (0) 4 (0) 0 (0) 3 (0) 1 (0) 3 (0) 5 (0) 14 (0) 3 (0) 0 (0) 0 (0) 22 (0) 57 (0) 0

0 (0) 0 (0) 2 (0) 5 (0) 14 (0) 0 (0) 4 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 26 (0) 0

51 (0) 1 (0) 44 (0) 13 (0) 46 (0) 11 (0) 23 (0) 35 (0) 1,064 (1) 85 (0) 0 (0) 26 (0) 1,735 (2) 3,134 (3) 3

（　）は災害に関する相談を再掲

通 所 施 設 等 681

公 務 員 53

ゲ ー ム

ゲ ー ム

そ の 他の
依 存 症

そ の 他の
依 存 症

関係者

計

32 483 917 822 361 3,134

15歳以下 16～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 計50歳代 60歳以上 年齢不詳

79 1,874

1 0 0 0 0 0 62 63

11 48 45 286 821 582

0 12 20

212 79 849

67 173

2 44 8 11 14 11 62 155

14 28 275 166 69

17

2 3 1 0

21 27

144 356

20 13

0

 

30歳代 40歳代

2

6

そ の 他

学 生

会 社 員

自 営 業

ア ル バ イ ト
・ パ ー ト

一般電話

15歳以下

合計

50歳代 60歳以上 年齢不詳

2

0

19

2

計

 

主 婦

不 明

計

6

3

こころの
相談電話

　　　　 年

齢

相談対象者

10

再 掲
ｺ ﾛ ﾅ
関 連

   相談種

別

処遇内容

傾聴・
助言

医療機関紹介

関係機関紹介

思 春 期
心 の 健 康
づ く り

う つ ・
うつ状態

摂 食
障 害

て ん
か ん

合計

348

2,786

3,134

老人精神
保 健

社 会
復 帰

ア ル
コ ー ル

16～19歳 20歳代

　　　　 年

齢

職業別

来所相
談

計

そ の 他
老人精神
保 健

社 会
復 帰

ア ル
コ ー ル

薬 物
ギ ャ ン
ブ ル

その他

心 の 健 康
づ く り

う つ ・
うつ状態

摂 食
障 害

て ん
か ん

そ の 他薬 物
再 掲
ｺ ﾛ ﾅ
関 連

   相談種

別

処遇内容

本人

家族

知人

ギ ャ ン
ブ ル

思 春 期 計

無 職

計

75

268

38

281

344

1,059

325

3,134
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（３）思春期相談事業（精神保健福祉相談のうち思春期関連問題の相談を再掲）

   イ　性別・来談者別相談件数（実人数） 　

男 0 0 0 0 1 0 1

女 0 1 0 0 1 0 2

計 0 1 0 0 2 0 3

   ロ　性別・来談者別相談件数（延人数） 　

男 0 0 0 0 7 0 7

女 0 20 0 0 5 0 25

計 0 20 0 0 12 0 32

   ハ　年度末における転帰（実人数）

年度内に終了 0 0 0 0 0 0 0 0 0

次年度へ継続 0 0 0 0 3 0 0 0 3

計 0 0 0 0 3 0 0 0 3

（４）心の健康づくり推進事業（心の健康ダイヤル相談）

   イ　相談種別ごとの電話のかけ手（延件数）

本 人 41 0 0 0 0 0 13 884 77 0 25 1,599 2,639

家 族 5 0 2 0 1 3 12 69 3 0 0 32 127

知 人 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 1 8

関 係 者 0 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0 2 9

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

計 46 0 3 0 1 3 25 966 80 0 25 1,637 2,786

　 ロ　相談種別による処遇内訳件数（延件数） 　

傾聴・助言 46 0 2 0 1 3 23 963 80 0 25 1,636 2,779

医療機関紹介 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

関係機関紹介 0 0 1 0 0 0 1 3 0 0 0 1 6

来 所 相 談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 46 0 3 0 1 3 25 966 80 0 25 1,637 2,786

その他 計

計
家族及び

関 係 者

   相談内容

処　遇
心の不調 家族関係 性の悩み不登校人間関係

本 人 及
び

家 族

自 立 ・
社会参加

本人及び

関 係 者

本人及び

関 係 者

関 係 者
の み

生活困窮

　  区　分

性　別

本人来所

本人来所

計

 　 区　分

性　別

家族のみ

家族のみ

家族及び

関 係 者

本 人 及
び

家 族

関 係 者
の み

老 人 精
神 保 健

社 会
復 帰

ア ル
コ ー ル

薬 物
ギ ャ ン
ブ ル

　 相談種別

掛け手
思 春 期

心の健康
づ く り

う つ ・
う つ 状

態

摂 食
障 害

て ん
か ん

そ の 他

老 人 精
神 保 健

社 会
復 帰

ア ル
コ ー ル

薬 物
ギ ャ ン
ブ ル

　 相談種別

処遇内容

ゲ ー ム

ゲ ー ム 計思 春 期
心の健康
づ く り

う つ ・
う つ 状

態

摂 食
障 害

て ん
か ん

そ の 他

計
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１０　精神科外来診療

（１）月別外来件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

10 10 10 8 10 7 10 12 11 9 9 8 114

1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2

23 26 25 19 17 15 22 27 19 21 19 18 251

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 5 4 6 3 6 4 4 4 6 3 5 55

（２）性別年代別外来患者件数（実人数：新患実数＋前年度からの継続再来実数）

（３）性別年代別外来患者件数（延人数）

診
療
日
数
等

検
査
等

全診療件数
( 延 人 数 )

血液・尿検

院内処方箋

診 療 日 数

新 患
( 実 人 数 )

160

91

251

60歳以上 計

院外処方箋

0

0

0

2 2

2

0

0

0

2

72

47

4 2

0

89

136

21

0

21

5

3

計

男

　　年齢
性別 19歳以下 20歳代 30歳代

22

0

22

70

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

  センターにおける事業の一環として、外来診療を実施し、精神障害者の治療に当たった
（精神科デイケアを含む）。

女

40歳代 50歳代 60歳以上 計

計

　　年齢
性別 19歳以下

1

0

1

男

女

7

5

12

2

0

0

0

0

0

0
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（４）保健所管轄別・年代別外来件数（実人数：新患実数＋前年度からの継続再来実数）

0 0 0 0 0 0 0 0.0%

0 0 0 0 0 0 0 0.0%

0 0 0 0 0 0 0 0.0%

0 0 0 0 0 0 0 0.0%

1 2 5 1 0 0 9 75.0%

0 1 0 1 0 0 2 16.7%

0 0 0 0 0 0 0 0.0%

0 1 0 0 0 0 1 8.3%

0 0 0 0 0 0 0 0.0%

0 0 0 0 0 0 0 0.0%

0 0 0 0 0 0 0 0.0%

1 4 5 2 0 0 12 100.0%

＊割合については、表示単位未満を四捨五入しているため数値の計と合計は合致しない。

（５）診断結果別・年代別外来件数（実人数：新患実数＋前年度からの継続再来実数）

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 2 3 0 0 0 5

1 0 1 2 0 0 4

0 1 1 0 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

1 4 5 2 0 0 12

60歳以上
　　　 年　齢

管　轄
19歳以下 20歳代 計 割合40歳代 50歳以下

仙 南

塩
釜

塩 釜

岩 沼 支 所

黒 川 支 所

30歳以下

大 崎

栗 原

登 米

石 巻

気 仙 沼

仙 台 市

県 外

計

計
　　　　  　　年　　齢
　
診 断 名

40歳代 50歳以下 60歳以上30歳以下

ア ル コ ー ル 関 連 障 害

19歳以下 20歳代

人 格 及 び 行 動 障 害

精神作用物質による精神障害

統合失調症・分裂病型障害

気 分 障 害

神 経 症 性 障 害

摂 食 障 害

身 体 疾 患

睡 眠 障 害

脳 器 質 性 精 神 病

計

精 神 遅 滞

青年期の行動・情緒の障害

て ん か ん
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１１ デイケア事業 
   精神疾患を有する思春期・青年期の方を対象（年齢は１６歳（義務教育終了者）から概ね３５

歳まで）とし、精神的な自立と自分らしさの獲得を目標に、集団療法のほか個人面接や家族面接
も実施し、一人一人の希望や目標に向けて支援を行った。 

 
（１）実施状況・参加者の状況 

実施日数・回数 
出席者 

延べ 平均 

１１８日 
１９４人 

（前年 ４１５人） 
１．６４人 

（前年 ３．４人） 

内訳 
デイケア ０回 ０人 ０人 

ショートケア １１８回 １９４人 １．６４人 

 
 

前年度から 

の継続登録 

者（人） 

今年度 

新規登録者 

（人） 

今年度利用者 

（実数） 

（人） 

終了者 

（人） 

次年度 

継続登録者 

（人） 

 

      

 

        

６ 

       

２ 

  

８ 

 

６ 

 

２ 

   ※今年度登録者数：１２人  
 
（２）利用者（登録者）の状況 

  イ 年齢区分    

 年齢 

 
性別 

 
19 歳以下 

 
20～24 歳 

 
25～29 歳 

 
30～34 歳 

 
35 歳以上 

 
計 

男 １ ２ ０ １ ０ ４ 

女 ０ ２ ０ ２ ０ ４ 

計 １ ４ ０ ３ ０ ８ 

  
ロ 居住地区分 

大崎圏域 登米圏域 その他 計 

６ １ １ ８ 

 
  ハ 利用年数 

１年未満 
１年以上 
３年未満 

３年以上 
５年未満 

５年以上８
年未満 

８年以上 計 

５ ２ １ ０ ０ ８ 

 

    ニ 診断分類 （ICD-10 分類） 

Ｆ０ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ Ｆ７ Ｆ８ Ｆ９ 計 

０ ０ ４ ２ １ ０ １ ０ ０ ０ ８ 

 

F0 症状性を含む器質性精神障害           F1 精神作用物質使用による精神及び行動の障害 
F2 統合失調症，統合失調型障害及び妄想性障害    F3 気分（感情）障害 
F4 神経性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害 F5 生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群 
F6 成人の人格及び行動の障害            F7 精神遅滞 
F8 心理的発達の障害                F9 小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害，特定不能の精神障害 

 

    ホ 紹介元 （主治医の所属別） 

病院 診療所 
センター附属

診療所 
計 

８ ０ ０ ８ 
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（３）終了者の状況 

 

 就（復）
職 

 

就労移
行・継
続 
事業所 

相談支
援・地
域活動
支援セ
ンター 

そ の
他 の
支 援
施設 

 

就（復）
学 

 

家業 ・
家 事
（手伝
い） 

在宅 

 

入院 

 

その他 

 

計 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

男 ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ １ ０ ４ 

計 ０ ２ ０ ０ ０ ０ ３ １ ０ ６ 

 
 

（４）面談・電話相談対応実績 
   利用者の支援については担当スタッフを設け、担当スタッフと定期的に面談の時間を設定しな 

がら、デイケア利用の目的の整理やプログラム利用の動機付け、変化点の確認を行っている。 

面談相談（人） 電話相談（人） 

延３１（実５） 延２（実２） 

 
 
（５）デイケアの内容 

  プログラムを通して、同世代での仲間作りの場、新しい体験や興味を広げる場、自信や自己肯
定感の回復の場となるように実施している。そのため、利用者（メンバー）の状況等に合わせ、
きめ細やかに支援を行うため、プログラムは毎月作成している。「美術」、「音楽」、「調理」、
「陶芸」プログラムは、外部に講師を依頼し、定期的にプログラムの中に組み込むほか、デイケ
アスタッフ以外の職員を活用したプログラムや定期的に外出やイベントも組み込んでいる。 

分 類 プログラム 回 数 

創作 

 

アートの時間・書道 
調理 
陶芸 
ものづくり 

７（うち外部講師７回） 
９（うち外部講師７回） 
６（うち外部講師６回） 

 ６ 
表現 

 

音楽活動 
テーマトーク 

１０（うち外部講師６回） 
 ３ 

運動 スポーツ・軽運動   １４ 
交流 茶話会 

サロン・ドゥ・メンバー 
ゲーム 

   ５ 
   １ 
   ５ 

話し合い ミーティング   １０ 

フリータイム 集中力↑time 
自主活動 

１７ 
６ 

外出・イベント 所外行事 
季節の行事 

   ２ 
   １（うち外部講師１回） 
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１２　ひきこもり対策（宮城県ひきこもり地域支援センター事業）
　

（１）ひきこもり地域支援センター活動実績（南支所除く)

イ　来所相談

（イ）年度別相談件数

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

28 18 18 17 20 7
46 39 47 60 54 61
74 57 65 77 74 68

400 425 471 655 711 718

（ロ）性別・来談者別相談件数（実人数） 　

5 9 1 32 47
7 6 0 8 21
12 15 1 40 68

（ハ）性別・年代別相談件数（実人数） 　

1 18 17 10 1 47
1 10 8 0 2 21
2 28 25 10 3 68

（ニ）年度末における転帰（実人数）

3 44 47
2 19 21
5 63 68

ロ　電話相談

2 10 10 3 2 4 31
0 4 6 3 3 4 20
1 1 0 0 0 3 5
3 15 16 6 5 11 56

（ロ）電話のかけ手（延件数）

27 11 56

（ハ）処遇内訳件数（延件数）

7 0 16 56

計

男
女
計

　　処遇
性別

助言・終了 継続

40歳代 50歳以上 計

男
女
計

女
計

　　区分
性別

19歳以下 20歳代 30歳代

男

　　区分
性別

本 人 の み

継 続 相 談 実 人 数
合　計（実人数）

相談者総数（延人数）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳以上 年齢不詳

新 規 相 談 実 人 数

本 人 及 び
家 族

本 人 及 び
関 係 者

家 族 の み 計

家族 計本人

合計

計

（イ）対象者性別・年齢別相談件数（延件数）

　　 年齢
性別

男
女

19歳以下

その他

不明

33

　平成26年１月から精神保健福祉センター内に「宮城県ひきこもり地域支援センター」を開設し、
ひきこもりに関する相談、家族会、研修等の事業を行った。また,平成27年8月には仙台市内に南支
所(「NPO法人わたげの会」に委託）を開設し、県南部の相談支援の充実を図った。

18

助言指導 来所予約
医療機関
 紹　　介

その他の
機関紹介

計
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ハ

会場 回　数 参加家族数 参加実人数

当センター 6 18 22

当センター 8 22 24

当センター 5 17 21

当センター 5 19 21

当センター 5 24 31

ニ

場所 対　　象 開催年月日

①当センター
研修室
②オンデマン
ド配信

ひきこもり支
援に携わる支
援者

①令和7
年1月30

日
②令和7
年3月10
日～3月
24日

ホ 普及啓発　 　

ヘ

（ロ）事業企画への助言：3件

　　

　　　

　青年期（ひきこもり）家族会

ひきこもり等の問題を抱える家族を対象に家族会を実施した。

参加延人数

ひきこもり支
援に携わ支援
者

Webを活用した動画配信研修を実施
内容
①「ひきこもりの理解と支援」
②「ひきこもり支援における家族支援」
③「ひきこもりサポートブックの使い方」
④ひきこもり地域支援センターの事業の説明

令和２年度 67

令和３年度 76

令和４年度 63

Webを活用した動画配信研修を実施
内容
①「ひきこもり支援における本人支援の実際」
②「集団支援について～居場所支援を中心に～」

令和7年1
月29日～
2月28日

令和６年度 90

　研修会

研　修　名 内　　容

①ひきこもり等
支援関係者

研修(基礎編Ⅰ）
オンデマンド

配信

①居場所づくりの工夫を考える
　　　　～県内の居場所支援の取組みから～
講師　東松島市社会福祉協議会　浅野　恵美　氏
　　　大河原町社会福祉協議会　伊藤　小枝　氏
　　　NPO法人アスイク　　　　 佐藤　直美　氏
内容１　取組紹介
　　２　パネルディスカッション

②上記研修会のオンデマンド配信

・SNSによる情報発信（X配信）　計59回

市町村等支援体制整備

（イ）個別ケースへの助言：2件

動画配信
期間

令和6年7
月26日～
8月23日

②ひきこもり等
支援関係者

研修(基礎編Ⅱ）

オンデマンド
配信

ひきこもり支
援に携わる支
援者

令和５年度 72

・県民講座（YouTube配信）
　テーマ：ひきこもりについて知ってほしい
　配信期間：令和6年11月8日～令和7年1月31日
　再生回数：2,562回

③ひきこもり等
支援関係者

研修(応用編）

（ニ）当事者・家族の講師派遣：2件

市等が主催する研修を支援する保健所への技術支援：1件

実態調査への助言：1件、町のひきこもり支援体制整備についての助言：1件、
保健所の次年度のひきこもり支援事業の進め方についての助言：1件

（ハ）研修会の企画・実施に関する助言・支援：9件

市町、保健所、社協等が主催する研修の企画運営に関する助言・講師対応：7件

市が主催する事例検討会の企画運営に関する助言：1件
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（ホ）家族会体験事業

　

　

　　

チ　関係機関とのネットワークづくり

家族会（1クール5回）の体験：2機関2人の参加

・大崎地域ひきこもり等就労支援機関会議
　　事業打ち合せ：1回
　　会議への参加：2回

ト　出張居場所支援
・ひきこもりフリースペース「ココぽか」　月2回開催・計21回実施
　会場：みやぎ生協利府店　　参加者数　実3人・延35人

参加機関：大郷町、HATCHいわぬま

オープンダイアローグの手法を用い、みんなで支援のヒントを考える相談会として実施。

講師：東京学芸大学教授　福井里江氏

（へ）ケース支援相談会

　ケース支援相談会体験講座：令和6年10月11日開催。14機関22人参加。

　ケース支援相談会：令和7年2月7日開催。2機関3人参加。

岩沼市不登校・ひきこもり家族会へのアドバイザー派遣：1件

取材対応へのアドバイザー派遣：1件
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（イ）相談件数

20 17 12 4 13
12 11 16 14 17
32 28 28 18 30
113 119 151 185 189

（ロ）性別・年代別相談件数（実人数） 　

2 12 3 2 0 19
2 4 3 1 1 11
4 16 6 3 1 30

（ハ）年度末における転帰（実人数） 　

6 13 19
2 9 11
8 22 30

 (イ）対象者性別・年齢別相談件数（延件数）  

0 2 2 0 3 0 7
2 5 2 2 0 0 11
0 0 0 0 0 0 0
2 7 4 2 3 0 18

（ロ）電話のかけ手（延件数） 　

9 2 18

（ハ）処遇内訳件数（延件数）

7 1 18

参加実人数 参加延人数

9 15339

　個別支援で関わっているひきこもり当事者に対し、精神保健福祉センターを会場として、社会
参加に向けた中間的な居場所を提供し、集団支援を行った。

10

計

実施回数

来所予約
そ の 他 の
機 関 紹 介

助言指導

令和４年度

計

30歳代

7

本人

　　　年齢
性別

40歳代

合 計（実 人 数）

家族

女

年齢不詳

計

計

19歳以下

男
女
不明
計

その他

50歳以上

イ　来所相談

令和２年度

　　 　区分
性別

19歳以下 20歳代

男

助言・終了 継続
　　　処遇
性別

50歳以上

令和３年度

ロ　電話相談

20歳代 30歳代

女
計

計40歳代

（２）ひきこもり地域支援センター南支所活動実績

（３）居場所支援「ほっとすぺーす　クローバー」

相談者総数（延人数）

男

令和６年度

新 規 相 談
継 続 相 談 実 人 数

令和５年度

計
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１３ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進事業  

 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（「にも包括」）の構築推進のため、関係機関

との連携強化、人材育成、普及啓発等に取り組んだ。 

 

 イ 関係機関との連携強化 

  ・各保健福祉事務所の研修・会議（圏域の協議の場含む）への参加（28回） 

  ・宮城県障害者自立支援協議会精神障害部会への出席（2回） 

  ・国主催会議等への参加（14回） 

  ・市町村主催研修会の企画・講師対応等技術支援：1市町村（富谷市） 

 

 ロ 人材育成 

 （イ）精神障害にも対応した地域包括支援システム構築の基盤整備として、人材育成を図

るため研修会(加算研修)を実施した。（1回） 

開催年月日 場所 対象 内容 参加人数 

令和 7年 3月

7日(金) 

ハーネル仙台

（3階蔵王 A・

B） 

精神科医療機関職員 

障害者相談支援事業所職

員 

市町村・県保健福祉事務所 

精神保健福祉担当職員等 

テーマ： 

「精神障害にも対応した地域包括ケ

アシステムの理解～当事者とともに、

地域の「にも包括」について考える～」 

内容：講話、講師 3人による対話、グ

ループワーク及び助言 

講師：東北福祉大学せんだんホスピタ

ル院長 西尾 雅明氏 

宮城県内在住 

当事者 原田 幾世氏 

     当事者 二階堂 洋之氏 

79人 

 

 （ロ）当事者・家族等の活動支援・ピアサポート活用事業 

   ・当事者・家族等の活動（ピアサポート活動）状況や支援機関との連携状況等を把握

し、ピアサポート活用促進に向けた資料とするため、当事者・家族の活動（ピアサポー

ト活動）に関する実態調査を実施した。 

   ・宮城県障害者自立支援協議会精神障害部会にピアサポート作業部会を設置し、実態

調査の結果やピアサポート活動の推進に必要な取り組みについて検討した。（作業部会 

構成員６人、開催回数３回） 

作業部会：構成員６人（当事者２人、家族１人、障害福祉サービス事業所職員２人、精

神科医療機関職員１人）開催回数３回 

・宮城県障害者自立支援協議会精神障害部会で、当事者・家族の活動（ピアサポート
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活動）に関する実態調査及び作業部会における検討内容を報告した。 

 

 ハ 普及啓発 

 （イ） 心のサポーター養成研修 

こころの不調や精神疾患に関する正しい知識と理解を持ち、家族や同僚等に対して

傾聴を中心とした支援を行う心のサポーターを養成することを目的に実施した。（実施

回数 8回、養成者数 344人） 

 （県主催：地域支援関係者 3回、企業（大塚製薬）1回、教育（宮城大学）1回、市町村

共催：富谷市 1回、大和町 1回、大郷町 1回） 

 （ロ） 心のサポーター指導者養成研修 

心のサポーター養成研修において講師となる指導者を養成するため、実施した。（1回） 

 

開催年月日 場所 対象 内容 参加人数 

令和 7年 1月

27日（月） 

TKP ガーデン

シ テ ィ

PREMIUM 仙台

西口（ホール

5A） 

医師、保健師、看護師、精

神保健福祉士、公認心理師

等の国家資格を有してお

り、精神保健に携わる方、

メンタルヘルス・ファース

トエイド等の心の応急処

置に関する研修をすでに

受講している方 

講義及びグループワーク 

（１）指導者研修：約 2時間 

心のサポーター養成事業とは、養成研

修の進め方等 

（２）選択研修「こころの病気につい

て学ぶ」：約 30分 

（３）確認テスト（補足説明にて代替） 

講師：岩手医科大学医学部神経精神科

学講座 教授（精神科医）大塚 耕太

郎氏 

70人 

 

 （ハ） 精神保健福祉に関するサービスや社会資源等をまとめた冊子（みやぎメンタルヘ 

ルスガイド）の掲載内容を更新した。 
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１４ 自死対策（宮城県自死対策推進センター事業） 
「宮城県自殺対策推進センター（平成２９年４月に「宮城県自死予防情報センター（平成２７
年６月設置）」から名称変更）」として、相談支援、関係機関職員等の人材育成及び技術支
援、普及啓発、ネットワーク構築等のほか、市町村自殺対策計画策定支援に取り組んだ。 

 
 
（１）電話相談 

自死対策推進センターの専用電話相談を開設し、自死に関する相談に対応した。 
イ 対象者性別・年齢別相談件数（延件数） 

年齢 19歳以下 20 歳代 30歳代 40 歳代 50歳代 60歳以上 年齢不詳 計 

男 １ １６ １５ ２０ １６ １６ ８ ９２ 

女 ３ ５８ ６ １１ ３０７ ２９ ２６ ４４０ 

不明  ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ４ 7４ ３１ ３１ ３２３ ４５ ３４ ５３２ 

   ロ 電話のかけ手（延件数） 
本 人 

自死遺族 家族知人 支援者 
自死相談 

計 
その他 合計 希死 

念慮 
自殺
企図 

自殺
未遂 

その
他 

小計 

３４６ ３ １３ ３ ３６５ ２ ２２  １ ３９０ １４２ ５３２ 

ハ 対応内訳件数（延件数） 

傾聴・助言 来所面接 医療機関
紹介 

関係機関への
繋ぎ・紹介 緊急介入 その他 合計 

４６８ ４ ８ ４９ ０ ３ ５３２ 

 
 
（２）来所相談 
   イ 年度別相談件数 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

新規相談実人数 ６ ７  ２ 

前年度からの継続実人数 ０ ０  ２ 

合計（実人数） ６ ７  ４ 

合計（延人数） ８ １４  ２９ 

   ロ 性別・年齢別来所相談件数(実人数) 
 19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 計 

男 ０ ０ ２ ０ ０ ０ ２ 

女 ０ ０ １ ０ １ ０ ２ 

合計 ０ ０ ３ ０ １ ０ ４ 

  ハ 対応内訳件数 
助言終了 継続相談 精神科紹介 他機関紹介 計 

３ １ ０ ０ ４ 

  
（３）自殺対策計画策定支援 

県内全市町村で計画策定しており、計画の運用と見直しに関する技術支援を実施した（詳細は、
技術支援を参照）。 
 
 

（４）人材育成 
自死に関係する相談支援に活用できる内容の研修会を開催し、支援者の技術向上を計画（詳細は
教育研修参照）。 
・令和６年度若年者のこころと TIC 研修【オンデマンド配信】 
配信期間   令和６年１２月２日（月）～令和７年１月３１日（金） 
受講申込人数 １１６人 
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（５）普及啓発 
令和７年３月の「自殺対策強化月間」に合わせ、市町村、保健所、救急告示病院、精神科病院及
び大学への普及啓発を実施。 

 ・ 「県政だより（ 3 ・ 4 月号）」へ自殺予防週間の記事を掲載 
 ・ 啓発リーフレット２種（三折り・カード型）を作成し、公的機関、医療機関、大学等１０２
か所に１７３００ 部を配布。 

 ・ ホームページによる情報提供（随時） 
 

 
（６）技術支援  

 ・ 市町村計画作成に関する相談対応（気仙沼市） 

 ・ 支援依頼（岩沼市） 

 ・ 栗原市いのちを守る連絡協議会 

令和６年７月１０日  研修講師対応（栗原市主催） 

 ・ 東松島市 自死対策研修会 

令和６年８月１日・８月２７日  研修講師対応（東松島市主催） 

 ・ 仙南管内自死対策連絡会 

令和６年１２月６日  研修講師対応（仙南保健所主催） 

 ・ 栗原圏域自死対策研修会 

令和６年１２月１７日  研修講師対応（大崎保健所栗原支所主催） 

 ・ 石巻地域自死対策連携会議（石巻保健所主催） 

令和６年１２月１８日   
 
 
（７）自死遺族等支援 

 ・ 自死遺族支援連絡会への参加 １回 
 ・ 自死遺族支援連絡会シンポジウム共催：令和７年２月１６日【集合型開催】 
当日参加人数 ２５人 
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１５　依存症対策事業（精神保健福祉相談のうち依存症関連問題の相談を再掲）

　　関係機関、民間支援団体等と連携しながら、依存症の予防対策から回復支援対策の推進に努めた。

（１）来所相談

　　イ　年度別相談件数（実人数）

(延人数) (延人数) (延人数) (延人数) (延人数)

7 25 13 43 9 23 6 20 10 28

11 22 12 36 5 17 12 41 8 34

15 31 18 62 10 45 12 35 18 91

1 3 1 2

5 8 3 9 3 8 4 14 9 36

38 86 46 150 27 93 35 113 46 191

　　ロ　来談者別相談件数（実人数）

3 0 0 0 2 0 0 5

2 2 0 0 3 0 0 7

9 6 0 0 14 0 0 29

0 0 0 0 0 0 0 0

3 2 1 0 2 0 0 8

17 10 1 0 21 0 0 49

　　ハ　年代別相談件数(実人数） 　

0 0 0 4 1 0 5

0 2 1 3 0 1 7

0 5 13 6 1 4 29

0 0 0 0 0 0 0

0 2 2 3 0 1 8

0 9 16 16 2 6 49

　　ニ　年度末における転帰（実人数）

2 3 5

3 4 7

9 20 29

0 0 0

4 4 8

18 31 49

アルコール

　　  年 度

相談件数

薬 物 関 連

ギャンブル

そ の 他

アルコール

薬 物 関 連

ギャンブル

そ の 他

計

助言・終了

計

計

アルコール

薬 物 関 連

ギャンブル

そ の 他

計

       年 齢

相談内容

       転 帰

相談内容

アルコール

薬 物 関 連

ギャンブル

そ の 他

本人のみ
       年 齢

相談内容

継続

60歳以上

計

20歳代

本 人
及 び
家 族

本 人 及
び

関 係 者

関係者
のみ

40歳代30歳代

令和２年度 令和３年度 令和４年度

19歳以下 50歳代

家 族
及 び
関 係 者

家族のみ

ゲ ー ム

ゲ ー ム

ゲ ー ム

ゲ ー ム

本 人
家 族
関 係 者

令和５年度

計

計

令和元年度
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（２）電話相談（電話相談のうち依存症関連問題の相談を再掲）

　  イ　年代別相談件数（延件数）

0 20 0 0 2 4 18 44

1 1 1 2 2 0 6 13

0 2 7 5 0 5 27 46

3 0 2 1 0 0 5 11

0 3 0 1 1 1 17 23

4 26 10 9 5 10 73 137

　  ロ　電話のかけ手（延件数）

家族 知人 関係者 その他 計

89 2 2 4 137

　  ハ　処遇内訳件数（延件数）

医療機関 紹介 関係機関紹介 来所相談 計

3 11 25 137

（３）依存症関連問題研修会

場所

50歳代 年齢不詳 計60歳以上

薬 物 関連

ギャンブル

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代

計

     年 齢

相談内容

アルコール

ゲ ー ム

そ の 他

本人

Web開催

40

傾聴・助言

98

開催年月日

令和6年
9月4日（水）

みやぎ
ハートフ
ルセン
ター

令和6年
11月13日(水)

依存症関連問題研修Ⅱ
講義：「問題解決しない事例検討とは」
演習：「問題解決しない事例検討」
検討事例：依存の問題を抱える本人の事例
演習の流れ：①ルール確認　②質問タイム
③解釈タイム（グループワーク）　④解釈タ
イム（全体）　⑤共有タイム
講師：岩手県立大学社会福祉学部
人間福祉学科　准教授　泉　啓氏
医療法人東北会　訪問看護ステーション
こめりな　所長　森　和浩氏
事例提供者：塩釜保健所岩沼支所平塚技術主
査

参加人数

39名

対象 内容

依存症関連問題研修Ⅰ
講義１：「依存症の基礎知識と本人理解につ
いて」
講師：医療法人東北会東北会病院
診療部長　奥平　富貴子氏
講義２：「依存症本人への地域支援と支援者
としての心構え」
講師：医療法人東北会　訪問看護ステーショ
ン こめりな　所長　森　和浩氏
発表：「体験談～当事者からのメッセージ
～」
発表者：NA仙台グループ　トム氏、カズト氏

82名

市町村、保健所、
福祉事務所、相談
支援事業所、地域
包括支援セン
ター、消費生活セ
ンター、児童相談
所、精神科医療機
関、矯正機関、保
護観察所等の司法
関係機関、仙台弁
護士会、宮城県司
法書士会等で依存
症支援に関わるこ
とのある者
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（４）依存症家族会

参加延人数

62人

※会の前半は講話・勉強会、後半は情報交換会を実施。

回数

10回

参加家族数

12家族

参加実人数

14人
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（６）関係機関との連携

回数

11

4

1

1

1

1

1

1

2

1

会議名

（５）薬物依存集団回復プログラムＮＩＣＥ

（７）普及啓発

※会の前半は講話・勉強会、後半は情報交換会を実施。

回数

12回

参加実人数

宮城県薬物乱用対策庁内会議

3人 13人

北海道東北地区薬物中毒対策連絡会議（麻薬取締部主催）

依存症治療拠点病院との業務打ち合わせ

依存症治療拠点病院との依存症専門相談員担当者会議

〇センターの掲示板を整理し、自助グループや講演会のパンフレットを設置、
　自由に持参出来るような形にした。
〇年度始めには相談窓口・各プログラムの情報を各保健所、市町村に対し周知を
　依頼した。
〇相談窓口の周知や情報提供等を行えるよう、ホームページの整理を行った。
〇ラジオ放送（6月、9月）を活用し、薬物依存集団回復プログラム（NICE）の
　周知を行った。
〇6月のギャンブル等関連問題啓発週間、11月のアルコール関連問題啓発週間に
　合わせてホームページを更新し、普及啓発を行った。
〇薬物依存地域支援者ネットワーク連絡協議会にて作成したリカバリーカードを
　一ヶ月間県内のローソン（260店舗）へ設置した。
〇栗原地区、黒川地区の薬物乱用防止指導員研修会に講師対応した。
〇各県立高校のコンプライアンス推進担当者（主に教頭）に対する、第一回校内
　コンプライアンス推進担当者研修会にて、講師として依存症についての講義を
　実施した。

薬物依存症地域支援者ネットワーク協議会

薬物事犯関係引受人会

参加延人数

宮城県薬物乱用対策有識者会議

県内自助グループの見学、宮城刑務所における薬物依存離脱指導見学

宮城県薬物乱用対策推進本部会議

仙台市アルコール問題連絡対策会議
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１６ 災害対応関連事業 
被災者の心のケアに対応するため支援者に対する研修会、沿岸被災地での地域精神保健活動の

充実に向けた技術支援を実施している。 

 

（１）東日本大震災被災地支援関連 

 イ 人材育成（再掲） 

研修名 対象 目的 内容 開催日 
参加 
者数 

令和 6 年度 
WHO 版サイコ
ロジカル・
ファースト
エイド（PF
A）研修 
（web 研修） 
 

市町村、
保健所、
医療機
関、教育
機関、消
防機関、
警察等 
※専門職
種だけで
なく事務
職等も含

む 

自然災害等の大規
模な出来事が起き
たときの住民支援
のための備えとし
て、WHO 版心理的
応急処置の基本に
ついて学ぶことに
より、災害等の緊
急時を含めた住民
支援に活用する 

講義： 
「WHO 版サイコロジカル・ファースト 
エイド（PFA）について」 

 
講師：東北学院大学人間科学部 

心理行動科学科 
准教授 臼倉 瞳 氏 

令和 6 年 
10 月 2 日
（木） 

 

44 人 

 

ロ 被災者支援関係機関との連携（技術支援） 

   本庁、みやぎ心のケアセンター、沿岸部保健所等との被災者支援及び地域精神保健活動につい

ての打合せ及び助言等 

  

（２）災害派遣精神医療チーム（以下 DPATとする）体制整備・支援 

  ・都道府県災害精神保健医療担当者向け会議出席 1回 

  ・宮城ＤＰＡＴ運営委員会出席 １回 

  ・宮城ＤＰＡＴ体制整備に係る作業部会出席 ５回 

  ・令和６年能登半島地震派遣活動アンケート集計、意見交換会出席 １回 

 

 

●ＤＰＡＴについて 

ＤＰＡＴ（Disaster Psychiatric Assistance Team）の略 

 

ＤＰＡＴとは集団災害の後、被災地域に入り精神科医療および精神保健活動の支援を行う、専門

的な研修・訓練を受けた災害派遣精神医療チームのことです。 

 

自然災害や犯罪事件、航空機・列車事故等の集団災害が発生した場合、被災地域の精神保健医療

機能が一時的に低下し、さらに災害ストレス等により新たに精神的問題が生じる等、精神保健医

療への需要が拡大します。このような災害の場合には、被災地域の精神保健医療ニーズの把握、

各種関係機関等とのマネジメント、専門性の高い精神科医療の提供と精神保健活動の支援が必要

となり、ＤＰＡＴが活動します。  
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第３　精神保健福祉関係資料

(１) 精神科病院数及び病床数

総 数 単 科 病 院 左記以外の病院 官 公 立 法人・個人立

37 27 10 5 32

5,994 5,079 915 395 5,599

100 84.7 15.3 6.6 93.4

(２) 利用状況

  イ　年度別病床数及び入院患者数

（各年度末現在）

病　床　数 患　者　数 （官公立） (法人・個人立)

   昭和45年 3,326 3,742 536 2,790

50 3,600 3,574 536 3,064

55 4,091 3,871 536 3,555

60 4,356 4,338 476 3,880

平成2年 4,932 4,687 476 4,456

7 5,210 4,885 492 4,718

12 5,405 4,992 492 4,913

17 6,176 5,453 494 5,682

22 6,222 5,507 435 5,787

27 6,196 5,088 411 5,785

28 6,189 5,170 411 5,778

29 6,158 5,192 411 5,747

30 6,155 5,149 411 5,744

令和元年 6,088 4,921 395 5,693

令和2年 6,088 5,019 395 5,693

令和3年 6,088 4,923 395 5,693

令和4年 5,955 4,842 395 5,560

令和5年 6,008 4,821 395 5,613

令和6年 5,994 4,759 395 5,599

1　　県内医療施設の状況

病　 　　 院　 　　 数

精　神　科　病　床　数

病　床　数　百　分　比

（令和7年3月31日現在）

年度

備　考

病床数
精神科病床数 入院患者数
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(３) 入院患者の概況
イ　年度別・病類別入院患者数　

（単位：人） （各年度末）

1,763 32.9% 158 2.9% 2,611 48.7% 112 2.1% 499 9.3% 79 1.5% 17 0.3% 70 1.3% 54 1.0%

3,096 755 24.4% 76 2.5% 1,755 56.7% 79 2.6% 290 9.4% 34 1.1% 7 0.2% 56 1.8% 44 1.4%

2,267 1,008 44.5% 82 3.6% 856 37.8% 33 1.5% 209 9.2% 45 2.0% 10 0.4% 14 0.6% 10 0.4%

1,762 32.9% 153 2.9% 2,592 48.4% 97 1.8% 534 10.0% 94 1.8% 18 0.3% 87 1.6% 17 0.3%

3,147 830 26.4% 72 2.3% 1,738 55.2% 67 2.1% 319 10.1% 33 1.0% 8 0.3% 67 2.1% 13 0.4%

2,207 932 42.2% 81 3.7% 854 38.7% 30 1.4% 215 9.7% 61 2.8% 10 0.5% 20 0.9% 4 0.2%

1,702 32.3% 164 3.1% 2,554 48.5% 127 2.4% 494 9.4% 86 1.6% 25 0.5% 84 1.6% 30 0.6%

3,080 752 24.4% 80 2.6% 1,726 56.0% 111 3.6% 308 10.0% 28 0.9% 5 0.2% 64 2.1% 6 0.2%

2,186 950 43.5% 84 3.8% 828 37.9% 16 0.7% 186 8.5% 58 2.7% 20 0.9% 20 0.9% 24 1.1%

1,664 32.7% 149 2.9% 2,435 47.9% 114 2.2% 489 9.6% 85 1.7% 18 0.4% 87 1.7% 47 0.9%

2,992 773 25.8% 80 2.7% 1,627 54.4% 95 3.2% 290 9.7% 36 1.2% 4 0.1% 65 2.2% 22 0.7%

2,096 891 42.5% 69 3.3% 808 38.5% 19 0.9% 199 9.5% 49 2.3% 14 0.7% 22 1.0% 25 1.2%

1,792 34.7% 169 3.3% 2,380 46.0% 135 2.6% 474 9.2% 78 1.5% 25 0.5% 98 1.9% 19 0.4%

3,005 826 27.5% 91 3.0% 1,575 52.4% 107 3.6% 286 9.5% 36 1.2% 12 0.4% 67 2.2% 5 0.2%

2,165 966 44.6% 78 3.6% 805 37.2% 28 1.3% 188 8.7% 42 1.9% 13 0.6% 31 1.4% 14 0.6%

1,799 34.6% 167 3.2% 2,327 44.8% 190 3.7% 439 8.5% 99 1.9% 32 0.6% 108 2.1% 31 0.6%

2,952 818 27.7% 84 2.8% 1,542 52.2% 103 3.5% 265 9.0% 41 1.4% 7 0.2% 78 2.6% 14 0.5%

2,240 981 43.8% 83 3.7% 785 35.0% 87 3.9% 174 7.8% 58 2.6% 25 1.1% 30 1.3% 17 0.8%

1,789 34.7% 164 3.2% 2,408 46.8% 511 9.9% 101 2.0% 18 0.3% 20 0.4% 87 1.7% 10 0.2% 11 0.6% 30 18.3%

2,995 847 28.3% 71 2.4% 1,602 53.5% 308 10.3% 54 1.8% 11 0.4% 8 0.3% 57 1.9% 7 0.2% 4 0.1% 26 0.9%

2,154 942 43.7% 93 4.3% 806 37.4% 203 9.4% 47 2.2% 7 0.3% 12 0.6% 30 1.4% 3 0.1% 7 0.3% 4 0.2%

1,741 35.4% 154 3.1% 2,264 46.0% 456 9.3% 89 1.8% 9 0.2% 24 0.5% 72 1.5% 16 0.3% 15 0.9% 81 52.6%

2,771 791 28.5% 69 2.5% 1,444 52.1% 264 9.5% 39 1.4% 5 0.2% 5 0.2% 53 1.9% 9 0.3% 11 0.4% 81 2.9%

2,150 950 44.2% 85 4.0% 820 38.1% 192 8.9% 50 2.3% 4 0.2% 19 0.9% 19 0.9% 7 0.3% 4 0.2% 0 0.0%

1,812 36.1% 131 2.6% 2,296 45.7% 467 9.3% 93 1.9% 8 0.2% 12 0.2% 82 1.6% 16 0.3% 12 0.7% 90 68.7%

2,943 871 29.6% 63 2.1% 1,506 51.2% 294 10.0% 51 1.7% 4 0.1% 6 0.2% 54 1.8% 11 0.4% 6 0.2% 77 2.6%

2,076 941 45.3% 68 3.3% 790 38.1% 173 8.3% 42 2.0% 4 0.2% 6 0.3% 28 1.3% 5 0.2% 6 0.3% 13 0.6%

1,742 35.4% 111 2.3% 2,279 46.3% 493 10.0% 86 1.7% 7 0.1% 7 0.1% 86 1.7% 25 0.5% 8 0.5% 79 71.2%

2,879 815 28.3% 56 1.9% 1,509 52.4% 304 10.6% 41 1.4% 0 0.0% 2 0.1% 64 2.2% 13 0.5% 2 0.1% 73 2.5%

2,044 927 45.4% 55 2.7% 770 37.7% 189 9.2% 45 2.2% 7 0.3% 5 0.2% 22 1.1% 12 0.6% 6 0.3% 6 0.3%

1,745 36.0% 117 2.4% 2,214 45.7% 468 9.7% 78 1.6% 7 0.1% 13 0.3% 77 1.6% 20 0.4% 14 0.8% 89 76.1%

2,838 841 29.6% 62 2.2% 1,443 50.8% 304 10.7% 34 1.2% 1 0.0% 2 0.1% 57 2.0% 8 0.3% 4 0.1% 82 2.9%

2,004 904 45.1% 55 2.7% 771 38.5% 164 8.2% 44 2.2% 6 0.3% 11 0.5% 20 1.0% 12 0.6% 10 0.5% 7 0.3%

1,770 36.7% 129 2.7% 2,053 42.6% 519 10.8% 100 2.1% 12 0.2% 14 0.3% 81 1.7% 31 0.6% 27 1.5% 85 65.9%

2,739 833 30.4% 56 2.0% 1,299 47.4% 331 12.1% 52 1.9% 3 0.1% 4 0.1% 57 2.1% 18 0.7% 12 0.4% 74 2.7%

2,082 937 45.0% 73 3.5% 754 36.2% 188 9.0% 48 2.3% 9 0.4% 10 0.5% 24 1.2% 13 0.6% 15 0.7% 11 0.5%

1,814 38.1% 121 2.5% 2,018 42.4% 472 9.9% 89 1.9% 6 0.1% 21 0.4% 85 1.8% 21 0.4% 18 1.0% 94 77.7%

2,744 906 33.0% 61 2.2% 1,272 46.4% 293 10.7% 38 1.4% 2 0.1% 9 0.3% 60 2.2% 13 0.5% 5 0.2% 85 3.1%

2,015 908 45.1% 60 3.0% 746 37.0% 179 8.9% 51 2.5% 4 0.2% 12 0.6% 25 1.2% 8 0.4% 13 0.6% 9 0.4%

上段：全　県
中段：宮城県
下段：仙台市

R3

4,923

その他総数 脳器質性精神障害 中毒性精神障害 統合失調症 その他の精神病 躁うつ病 神経症 人格障害 精神遅滞

H24

H29

5,192

5,363

H25

5,354

H26

5,266

H27

5,088

H28

5,170

R2

5,019

R1

4,921

H30

総数 F０ F１ F２ その他

5,149

F５ F６ F７ F８ F９F４F３

R6

4,759

4,821

R5

R4

4,842
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ロ　年度別・医療費負担者別入院患者数
（単位：人）（各年度末）

年度
6 0.1% 630 12.0% 435 8.3% 2,259 42.9% 1,797 34.1% 139 2.6%

3,080 5 0.2% 340 11.0% 250 8.1% 1,539 50.0% 944 30.6% 2 0.1%

2,186 1 0.0% 290 13.3% 185 8.5% 720 32.9% 853 39.0% 137 6.3%

10 0.2% 608 11.9% 433 8.5% 2,180 42.8% 1,746 34.3% 111 2.2%

2,992 7 0.2% 314 10.5% 267 8.9% 1,474 49.3% 923 30.8% 7 0.2%

2,096 3 0.1% 294 14.0% 166 7.9% 706 33.7% 823 39.3% 104 5.0%

7 0.1% 592 11.5% 463 9.0% 2,131 41.2% 1,958 37.9% 19 0.4%

3,005 5 0.2% 283 9.4% 291 9.7% 1,427 47.5% 985 32.8% 14 0.5%

2,165 2 0.1% 309 14.3% 172 7.9% 704 32.5% 973 44.9% 5 0.2%

21 0.4% 661 12.7% 452 8.7% 2,121 40.9% 1,928 37.1% 9 0.2%

2,952 16 0.5% 317 10.7% 254 8.6% 1,389 47.1% 971 32.9% 5 0.2%

2,240 5 0.2% 344 15.4% 198 8.8% 732 32.7% 957 42.7% 4 0.2%

13 0.3% 629 12.2% 443 8.6% 2,070 40.2% 1,983 38.5% 11 0.2%

2,995 9 0.3% 333 11.1% 263 8.8% 1,371 45.8% 1,016 33.9% 3 0.1%

2,154 4 0.2% 296 13.7% 180 8.4% 699 32.5% 967 44.9% 8 0.4%

14 0.3% 674 13.3% 404 8.0% 1,965 38.7% 2,006 39.5% 10 0.2%

2,923 7 0.2% 341 11.7% 238 8.1% 1,283 43.9% 1,052 36.0% 2 0.1%

2,150 7 0.3% 333 15.5% 166 7.7% 682 31.7% 954 44.4% 8 0.4%

19 0.4% 647 12.9% 376 7.5% 1,939 38.6% 2,032 40.5% 6 0.1%

2,943 13 0.4% 335 11.4% 225 7.6% 1,305 44.3% 1,061 36.1% 4 0.1%

2,076 6 0.3% 312 15.0% 151 7.3% 634 30.5% 971 46.8% 2 0.1%

17 0.3% 636 12.9% 317 6.4% 1,921 39.0% 2,027 41.2% 5 0.1%

2,879 14 0.5% 331 11.5% 192 6.7% 1,275 44.3% 1,065 37.0% 2 0.1%

2,044 3 0.1% 305 14.9% 125 6.1% 646 31.6% 962 47.1% 3 0.1%

26 0.5% 606 12.5% 330 6.8% 1,841 38.0% 2,032 42.0% 7 0.1%

2,838 21 0.7% 315 11.1% 209 7.4% 1,206 42.5% 1,082 38.1% 5 0.2%

2,004 5 0.2% 291 14.5% 121 6.0% 635 31.7% 950 47.4% 2 0.1%

38 0.8% 584 12.1% 329 6.8% 1,778 36.9% 2,086 43.3% 6 0.1%

2,739 28 1.0% 300 11.0% 180 6.6% 1,148 41.9% 1,078 39.4% 5 0.2%

2,082 10 0.5% 284 13.6% 149 7.2% 630 30.3% 1,008 48.4% 1 0.0%

18 0.4% 570 12.0% 316 6.6% 1,750 36.8% 2,101 44.1% 4 0.1%

2,744 14 0.5% 288 10.5% 174 6.3% 1,125 41.0% 1,142 41.6% 1 0.0%

2,015 4 0.2% 282 14.0% 142 7.0% 625 31.0% 959 47.6% 3 0.1%

上段：全体　　　中段：宮城県　　　下段：仙台市
ハ 地域別・入院形態別入院患者数

（単位：人）（令和7年3月31日現在）

32.94% 0.07%

 県　　　外 245
0 125 120

2
0.25% 63.03% 36.63% 0.10%

0
0.00% 51.02% 48.98% 0.00%

仙　　台　　市
小　　　計

宮　城　県 419
2 243 173 1

0.48% 58.00% 41.29% 0.24%

仙　台　市 1,351
3 902 445

計 2,015
5 1,270 738

1
0.22% 66.77%

43 84 0
0.78% 33.59% 65.63% 0.00%

計 2,744
15 1,244 1,485 0

0.55% 45.34% 54.12% 0.00%

宮　　城　　県
小　　　計

宮　城　県 2,329
8 1,053 1,268 0

0.34% 45.21% 54.44% 0.00%

仙　台　市 287
6 148 133 0

2.09% 51.57% 46.34% 0.00%

 県　　　外 128
1

168 204 0
0.27% 45.04% 54.69% 0.00%

計 4,759
20 2,514 2,223 4

0.42% 52.83% 46.71% 0.08%

合　　　計

宮　城　県 2,748
10 1,296 1,441 1

0.36% 47.16% 52.44% 0.04%

仙　台　市 1,638
9 1,050 578 1

0.55% 64.10% 35.29% 0.06%

 県　　　外 373
1

その他総数 精神保健福祉法 生活保護法 社会保険各法 国民健康保険 老人保健法

総　　計 措　　置 医療保護

5,088

5,170

5,192

5,073

5,019

4,923

4,842

任　　意 その他

4,821

R5

26

5,266

30

5,149

　　　　　　　　入院区分
　　地域別

27

28

29

R1

R2

R3

R4

R6

4,759

37



ニ　病類別・在院並びに退院患者の在院期間
令和7年3月31日現在

在院期間

計

一

ヶ
月
未
満

一
～

二

ヶ
月

二
～

三

ヶ
月

三
～

四

ヶ
月

四
～

五

ヶ
月

五
～

六

ヶ
月

六

ヶ
月
～

一
年

一
年
～

二
年

二
年
～

三
年

三
年
～

四
年

四
年
～

五
年

五
年
～

十
年

十
年
～

二
十
年

二
十
年
以
上

計

一

ヶ
月
未
満

一
～

二

ヶ
月

二
～

三

ヶ
月

三
～

四

ヶ
月

四
～

五

ヶ
月

五
～

六

ヶ
月

六

ヶ
月
～

一
年

一
年
～

二
年

二
年
～

三
年

三
年
～

四
年

四
年
～

五
年

五
年
～

十
年

十
年
～

二
十
年

二
十
年
以
上

20 8 6 0 2 0 0 2 1 0 1 0 0 0 0 2514 203 151 114 85 96 88 334 367 222 180 111 296 191 76

F0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1319 87 84 66 53 56 59 217 261 132 113 57 108 23 3

総 数 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 4 3 3 3 2 0 2 6 5 2 1 3 1 0

う ち ア ル コ ー ル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34 4 3 3 3 2 0 2 5 5 2 1 3 1 0

う ち 薬 物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

う ち ギ ャ ン ブ ル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F2 15 4 5 0 2 0 0 2 1 0 1 0 0 0 0 912 66 41 32 17 31 21 84 75 69 55 44 156 153 68

F3 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 138 26 10 8 6 6 5 18 15 11 6 8 13 5 1

F4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 4 4 1 2 0 0 2 3 1 0 0 2 2 0

F5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F6 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 2 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1

F7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45 5 5 0 1 1 1 4 4 2 2 1 12 4 3

F8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 2 1 1 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0

F9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 3 1 2 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 3 1 1 1 0 1 5 2 1 2 0 1 1 0

164 19 43 50 11 8 4 17 5 1 2 1 1 2 0

F0 7 1 1 3 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

総 数 8 2 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

う ち ア ル コ ー ル 5 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

う ち 薬 物 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

う ち ギ ャ ン ブ ル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F2 115 9 31 35 9 8 3 9 5 1 1 1 1 2 0

F3 19 3 6 4 1 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0

F4 5 2 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

F5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F6 3 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F7 3 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

F8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F9 4 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

病類

気分（感情）障害

神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害

生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群

成人のパーソナリティおよび行動の障害

措　　置　　入　　院 医療保護入院

精神遅滞（知的障害）

心理的発達の障害

小児期および青年期に通常発症する行動および情緒の障害、特定
不能の精神障害

その他

退
院
患
者

計

症状性を含む器質性精神障害

F1
精神作用物質使用による
精神および行動の障害

統合失調症、統合失調症型障害および妄想性障害

在
院
患
者

計

症状性を含む器質性精神障害

F1
精神作用物質使用による
精神および行動の障害

統合失調症、統合失調症型障害および妄想性障害

小児期および青年期に通常発症する行動および情緒の障害、特定
不能の精神障害

その他

気分（感情）障害

神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害

生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群

成人のパーソナリティおよび行動の障害

精神遅滞（知的障害）

心理的発達の障害

38



ニ　病類別・在院並びに退院患者の在院期間

在院期間

F0

総 数

う ち ア ル コ ー ル

う ち 薬 物

う ち ギ ャ ン ブ ル

そ の 他

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F0

総 数

う ち ア ル コ ー ル

う ち 薬 物

う ち ギ ャ ン ブ ル

そ の 他

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

病類

気分（感情）障害

神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害

生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群

成人のパーソナリティおよび行動の障害

精神遅滞（知的障害）

心理的発達の障害

小児期および青年期に通常発症する行動および情緒の障害、特定
不能の精神障害

その他

退
院
患
者

計

症状性を含む器質性精神障害

F1
精神作用物質使用による
精神および行動の障害

統合失調症、統合失調症型障害および妄想性障害

在
院
患
者

計

症状性を含む器質性精神障害

F1
精神作用物質使用による
精神および行動の障害

統合失調症、統合失調症型障害および妄想性障害

小児期および青年期に通常発症する行動および情緒の障害、特定
不能の精神障害

その他

気分（感情）障害

神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害

生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群

成人のパーソナリティおよび行動の障害

精神遅滞（知的障害）

心理的発達の障害

令和7年3月31日現在

計

一

ヶ
月
未
満

一
～

二

ヶ
月

二
～

三

ヶ
月

三
～

四

ヶ
月

四
～

五

ヶ
月

五
～

六

ヶ
月

六

ヶ
月
～

一
年

一
年
～

二
年

二
年
～

三
年

三
年
～

四
年

四
年
～

五
年

五
年
～

十
年

十
年
～

二
十
年

二
十
年
以
上

計

一

ヶ
月
未
満

一
～

二

ヶ
月

二
～

三

ヶ
月

三
～

四

ヶ
月

四
～

五

ヶ
月

五
～

六

ヶ
月

六

ヶ
月
～

一
年

一
年
～

二
年

二
年
～

三
年

三
年
～

四
年

四
年
～

五
年

五
年
～

十
年

十
年
～

二
十
年

二
十
年
以
上

2223 247 144 103 72 60 61 254 200 169 119 95 298 242 159 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

494 46 24 25 25 21 14 82 73 53 23 23 49 30 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

85 27 13 9 2 2 0 11 2 0 2 3 10 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

80 24 11 9 2 2 0 11 2 0 2 3 10 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1090 64 45 36 22 19 23 99 83 70 68 48 186 182 145 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

332 62 34 15 11 12 14 33 27 34 20 17 37 15 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

68 19 12 6 1 1 3 6 6 4 1 3 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 1 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 7 2 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

40 4 6 2 2 0 0 1 3 3 4 1 5 6 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 2 1 2 0 0 1 3 0 1 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 4 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

74 11 5 6 9 4 5 16 6 4 1 0 2 3 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5967 1575 1104 1078 455 237 166 480 288 172 115 55 143 67 32

1555 193 177 191 142 97 71 253 177 103 61 20 59 10 1

370 113 109 98 12 9 6 12 3 4 0 0 4 0 0

314 81 97 95 12 7 4 9 3 3 0 0 3 0 0

50 31 10 3 0 2 1 2 0 1 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 1 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0

1754 384 336 359 135 62 42 109 70 47 36 28 67 51 28

1157 373 271 248 78 35 24 62 24 12 14 3 8 3 2

334 129 75 71 23 13 6 8 3 2 2 1 1 0 0

37 23 6 2 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0

57 24 14 11 0 3 1 4 0 0 0 0 0 0 0

88 23 19 18 7 3 1 6 2 2 2 0 3 1 1

90 34 25 15 8 3 2 2 0 1 0 0 0 0 0

69 19 16 14 7 3 3 6 0 0 0 1 0 0 0

456 260 56 51 40 7 9 18 9 1 0 2 1 2 0

令和7年3月31日現在

任　　意　　入　　院 そ　　　　　の　　　　　他
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ホ　病類別・退院患者の退院事由

退院先

病類

計

自
宅

（
単
身

）

自
宅

（
同
居

）

入
所
施
設

転
院
ま
た
は
転
科

死
亡

そ
の
他

計

自
宅

（
単
身

）

自
宅

（
同
居

）

入
所
施
設

転
院
ま
た
は
転
科

死
亡

そ
の
他

計

自
宅

（
単
身

）

自
宅

（
同
居

）

入
所
施
設

転
院
ま
た
は
転
科

死
亡

そ
の
他

6,476 943 2,633 1,096 877 841 86 3,259 325 1,337 677 479 435 6 3,217 618 1,296 419 398 406 80

Ｆ０ 1,646 89 140 447 334 619 17 897 57 81 267 209 281 2 749 32 59 180 125 338 15

総 数 421 139 197 33 34 12 6 73 9 25 14 17 8 0 348 130 172 19 17 4 6

う ち ア ル コ ー ル 369 124 163 31 33 12 6 66 7 21 13 17 8 0 303 117 142 18 16 4 6

う ち 薬 物 48 14 32 1 1 0 0 4 1 3 0 0 0 0 44 13 29 1 1 0 0

う ち ギ ャ ン ブ ル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 4 1 2 1 0 0 0 3 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

Ｆ２ 1,906 274 766 338 341 146 41 1,054 125 456 206 169 97 1 852 149 310 132 172 49 40

Ｆ３ 1,248 257 715 105 108 47 16 593 84 354 64 50 39 2 655 173 361 41 58 8 14

Ｆ４ 376 79 252 22 20 2 1 126 17 88 10 10 1 0 250 62 164 12 10 1 1

Ｆ５ 54 7 45 0 2 0 0 8 1 7 0 0 0 0 46 6 38 0 2 0 0

Ｆ６ 79 23 46 8 1 1 0 12 2 5 4 1 0 0 67 21 41 4 0 1 0

Ｆ７ 102 6 32 42 11 8 3 59 3 20 24 7 4 1 43 3 12 18 4 4 2

Ｆ８ 83 7 59 14 3 0 0 30 1 18 9 2 0 0 53 6 41 5 1 0 0

Ｆ９ 79 11 60 6 2 0 0 11 3 7 1 0 0 0 68 8 53 5 2 0 0

482 51 321 81 21 6 2 396 23 276 78 14 5 0 86 28 45 3 7 1 2

症状性を含む器質性精神障害

令和6年度

全　　　　体 宮　　城　　県 仙　　台　　市

計

Ｆ１
精神作用物質使用による精神
および行動の障害

統合失調症、統合失調症型障害および妄想性障害

気分（感情）障害

神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害

生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群

成人のパーソナリティおよび行動の障害

精神遅滞（知的障害）

心理的発達の障害

小児期および青年期に通常発症する行動および情緒の
障害、特定不能の精神障害

その他
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２　　精神保健福祉法に基づく申請通報処理状況

（１）申請通報等処理状況

  イ　年度別申請通報等処理状況
（単位：件）

受

理

件

数

申

請

・

通

報

等

156 90 57.7% 24 5 55 61.1% 6

141 24 17.0% 0 0 23 95.8% 6

187 124 66.3% 23 6 83 66.9% 15

98 37 37.8% 0 0 27 73.0% 3

172 117 68.0% 28 3 80 68.4% 11

114 52 45.6% 2 2 44 84.6% 8

174 120 69.0% 37 5 96 80.0% 15

140 79 56.4% 3 0 74 93.7% 9

169 121 71.6% 42 5 84 69.4% 10

140 54 38.6% 2 0 51 94.4% 7

183 148 80.9% 53 3 95 64.2% 21

115 50 43.5% 1 0 48 96.0% 5

185 141 76.2% 56 3 97 68.8% 14

139 63 45.3% 0 0 59 93.7% 9

202 151 74.8% 55 3 109 72.2% 14

143 46 32.2% 2 1 45 97.8% 5

173 117 67.6% 34 1 93 79.5% 15

173 68 39.3% 0 0 64 94.1% 8

164 105 64.0% 32 0 77 73.3% 9

140 64 45.7% 0 0 57 89.1% 8

192 144 75.0% 32 8 93 64.6% 10

173 85 49.1% 0 1 77 90.6% 7

199 146 73.4% 42 2 111 76.0% 19

187 93 49.7% 3 0 88 94.6% 9

166 115 69.3% 33 4 88 76.5% 22

166 77 46.4% 1 2 72 93.5% 7

上段：宮城県 下段：仙台市

ロ　保健所別申請通報等処理状況

（単位：件）　（令和7年4月～令和7年8月）
保健所

措置状況

178 93 23 5 10 6 5 2 13 10 19 85 19 7 4 5 7 43

97 58 18 5 8 4 4 1 9 9 0 39 10 2 3 3 2 19

83 49 16 5 6 2 4 1 9 6 0 34 9 2 3 3 2 15

170 74.2% 1784

R3

304 169 55.6% 137

73

3264

R4

365 229 62.7% 189

105

32 9

0 134

78.2% 1943
R1

345 197 57.1% 136

93

57 4 154

84.9% 2368
R2

346 185 53.5% 150

79.3% 17

82

34 1 157

診察件数

措置入院
件数

宮
城
野

若
　
林

太
　
白

泉
本
　
庁

申請等受
理件数

石
　
巻

登
　
米

気
仙
沼

本
　
庁

仙
台
市
小
計

青
　
葉

計
県
小
計

仙
　
南

塩
　
釜

大
　
崎

栗
　
原

岩
　
沼

56 3 156 76.5% 23

30

324 204 63.0% 145

82

63

54 3 143 72.2% 26

29

298 198 66.4% 141

92

49

44 5 135 77.1% 17

28

309 175 56.6% 126

74

52

40 5 170 85.4% 24

27

314 199 63.4% 167

91

76

30 5 124 73.4% 19

26

286 169 59.1% 134

86

48

23 6 110 68.3% 18

25

285 161 56.5% 132

95

37

24 5 78 68.4% 12

24

297 114 38.4% 85

61

24

（各年度中）

年
　
　
度

診

察

実

施

件

数

診

察

率

警
察
署

地
 
検
 
内
 
診
 
察

刑
務
所

院

内

診

察

在

宅

診

察

要

措

置

件

数

措

置

率

措

置

入

院

者

数

年

度

末

現

在

の
（イ） （ロ） （ロ）／（イ） （ハ） （ハ）／（ロ）

28

R5
102

9019261.9% 83.3%199239386 45 2

83.3% 2974
R6

332 192 57.8% 152

78

34 6 160

41



（２）措置入院状況

Ｆ０ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ Ｆ７ Ｆ８ Ｆ９
症
状
性
を
含
む
器
質
性
精
神
障
害

精
神
作
用
物
質
使
用
に
よ
る

精
神
及
び
行
動
の
障
害

統
合
失
調
症
・
統
合
失
調
型

障
害
及
び
妄
想
性
障
害

気
分

(

感
情
）

障
害

神
経
焼
成
障
害
・
ス
ト
レ
ス

関
連
障
害
及
び
身
体
表
現
性

障
害

生
理
的
障
害
及
び
身
体
的
要

因
に
関
連
し
た
行
動
症
候
群

成
人
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ

及

び
行
動
の
障
害

精
神
遅
滞
（

知
的
障
害
）

心
理
的
発
達
の
障
害

小
児
期
及
び
青
年
期
に
通
常

発
症
す
る
行
動
及
び
情
緒
の

障
害
特
定
不
能
の
精
神
障
害

そ
の
他

29 3 0 21 4 0 0 1 0 0 0 0

160 14 7 106 21 6 0 2 4 0 0 0

11 1 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0

90 8 7 61 11 3 0 0 0 0 0 0

18 2 0 11 4 0 0 1 0 0 0 0

70 6 0 45 10 3 0 2 4 0 0 0

22 2 0 17 2 0 0 1 0 0 0 0

88 10 2 57 9 4 0 2 4 0 0 0

9 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0

45 5 2 33 2 3 0 0 0 0 0 0

13 2 0 8 2 0 0 1 0 0 0 0

43 5 0 24 7 1 0 2 4 0 0 0

7 1 0 4 2 0 0 0 0 0 0 0

72 4 5 49 12 2 0 0 0 0 0 0

2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

45 3 5 28 9 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 3 2 0 0 0 0 0 0 0

27 1 0 21 3 2 0 0 0 0 0 0

※　上段は、令和6年度末現在の措置入院者を再掲

計

　
　
　
　
　
性
別

病類

令和6年度

全
　
体

計

男

女

宮
城
県

計

男

女

仙
台
市

計

男

女
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３　自立支援医療（精神通院医療）及び精神障害者保健福祉手帳概況

（１）自立支援医療（精神通院医療)費公費負担審査概況

新規 再認定 計 新規 再認定 計

288 2,576 2,864 288 2,576 2,864

本 所 394 3,022 3,416 394 3,022 3,416

岩 沼 350 2,540 2,890 350 2,540 2,890

黒 川 154 1,102 1,256 154 1,102 1,256

計 898 6,664 7,562 898 6,664 7,562

本 所 518 3,041 3,559 518 3,041 3,559

栗 原 98 900 998 98 900 998

計 616 3,941 4,557 616 3,941 4,557

本 所 289 3,149 3,438 288 3,149 3,437

登 米 95 1,031 1,126 95 1,031 1,126

計 384 4,180 4,564 383 4,180 4,563

79 1,028 1,107 79 1,028 1,107

2,265 18,389 20,654 2,264 18,389 20,653

青 葉 811 5,746 6,557 810 5,745 6,555

宮 城 野 494 3,535 4,029 493 3,532 4,025

若 林 331 2,543 2,874 328 2,543 2,871

太 白 628 4,695 5,323 626 4,693 5,319

泉 499 3,605 4,104 496 3,603 4,099

2,763 20,124 22,887 2,753 20,116 22,869

5,028 38,513 43,541 5,017 38,505 43,522

（２）精神障害者保健福祉手帳所持者数概況

１級 ２級 ３級

180 846 576 1,602

本 所 160 967 685 1,812

岩 沼 167 870 620 1,657

黒 川 76 358 305 739

計 403 2,195 1,610 4,208

本 所 207 1,067 599 1,873

栗 原 73 348 213 634

計 280 1,415 812 2,507

本 所 164 1,045 608 1,817

登 米 86 432 188 706

計 250 1,477 796 2,523

88 417 195 700

1,201 6,350 3,989 11,540

青 葉 501 2,666 1,036 4,203

宮 城 野 352 1,613 572 2,537

若 林 212 1,111 420 1,743

太 白 392 2,377 657 3,426

泉 283 1,571 626 2,480

1,740 9,338 3,311 14,389

2,941 15,688 7,300 25,929

気 仙 沼

宮 城 県 小 計

仙
台
市

仙 台 市 小 計

合 計

保健所
等　　　　級

計

仙 南

塩
　
釜

石
巻

大
崎

石
巻

仙
台
市

（単位：件）　　　（令和6年度）

申　　　　請 承　　　認

仙 南

塩
　
釜

気 仙 沼

宮 城 県 小 計

保健所

大
崎

仙 台 市 小 計

合 計

（単位：件）（令和7年3月31日現在）
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（１）地域精神保健福祉対策事業

塩釜 岩沼 黒川 大崎 栗原 石巻 登米
0 3 2 1 7 2 10 2 9 36

0 4 4 1 9 5 12 3 9 47

0 4 4 1 9 5 14 3 9 49

0 8 0 4 0 0 7 0 3 22

0 13 0 10 0 0 12 0 3 38

0 13 0 10 0 0 13 0 3 39

0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

0 0 0 0 0 0 0 13 0 13

2 1 1 1 1 1 0 10 1 18

47 20 15 14 23 23 0 68 21 231

5 0 0 0 0 0 0 0 0 5

30 0 0 0 0 0 0 0 0 30

0 0 0 0 11 0 0 0 0 11

0 0 0 0 52 0 0 0 0 52

4 5 0 0 0 1 0 0 2 12

95 15 0 0 0 9 0 0 13 132

0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

0 0 0 0 0 27 0 0 0 27

0 8 0 0 0 0 0 0 0 8

0 65 0 0 0 0 0 0 0 65

7 0 0 4 0 0 0 8 0 19

39 0 0 170 0 0 0 157 0 366

0 0 0 0 0 2 2 0 1 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 2 0 1 3

0 0 0 0 2 0 1 0 0 3

0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

0 5 1 3 0 0 2 1 3 15

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 2 0 1 1 0 1 0 0 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

0 1 3 2 0 0 3 0 2 11

0 0 1 0 0 0 0 1 0 2

0 1 0 3 1 1 9 0 1 16

0 0 0 0 2 0 0 0 0 2

0 2 0 0 2 0 1 0 0 5

0 0 0 2 0 2 3 0 0 7

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 2 0 0 2

0 3 0 1 2 0 1 0 1 8

0 1 0 0 1 0 1 0 0 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 2 2

0 3 0 2 0 0 0 0 0 5

0 19 5 14 11 5 29 3 12 98

参加者数（延）

他機関主催
（その他）

回　数

参加者数（延）

他機関主催
（ケースレビュー）

神経症性障害、ストレス関連障害（Ｆ４０）

生理的障害（Ｆ５０）

人格、行動障害（Ｆ６０）

知的障害（精神遅滞）（Ｆ７０）

心理的発達障害
（Ｆ８０）

学習障害

広汎性発達障害

その他の発達障害

合　　　　計

情緒障害
（Ｆ９０）

多動性障害

その他の情緒障害

詳細不明の精神障害（Ｆ９９）

その他の障害

気分（感情）障害
（Ｆ３０）

躁　病

躁うつ病

うつ病
その他の気分（感情）障害

その他の中毒性障害

統合失調症、統合
失調症型障害
（Ｆ２０）

統合失調症

統合失調症型障害

その他の妄想性障害

中毒性精神障害
（Ｆ１０）

アルコールによる障害

麻薬、覚醒剤による障害

異常なし

器質性精神障害
（Ｆ０）

アルツハイマー病

血管性認知症
その他の疾患による認知症

その他の器質性障害

訪問指導

回　数

相談者数（実）

相談者数（延）

（別掲）精神保健福祉相談対象者の診断名　　（疑いを含む、複数回答可）

会議関係

保健所主催
（担当者会議）

回　数

参加者数（延）

他機関主催
（担当者会議）

回　数

参加者数（延）

保健所主催
（その他）

回　数

参加者数（延）

回　数

相談者数（延）

巡回相談

回　数

相談者数（実）

相談者数（延）

回　数

参加者数（延）

保健所主催
（ケースレビュー）

回　数

参加者数（延）

普及・啓発活動
（研修会、講演会等）

回　数

参加者数（延）

保健所主催
（事例検討会）

４　保健所精神保健福祉活動状況（令和6年度）

内　　　　訳 仙南
塩釜

県合計気仙沼
大崎 石巻

精神保健
福祉相談

所内相談

回　数

相談者数（実）
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（２）特定相談指導等事業

　イ　 依存症対策地域支援事業

塩釜 岩沼 黒川 大崎 栗原 石巻 登米

11 8 10 3 12 12 11 12 12 91

19 13 10 10 14 9 22 9 22 128

22 13 10 13 24 10 30 19 44 185

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

2 6 18 10 1 22 26 20 5 110

6 9 24 10 43 48 50 60 10 260

6 6 0 0 12 12 0 12 6 54

8 9 0 0 7 24 0 10 4 62

21 10 0 0 31 82 0 62 15 221

0 1 4 1 0 5 1 19 1 32

0 22 43 8 0 89 29 801 33 1025

0 0 4 0 0 0 0 0 0 4

0 0 19 0 0 0 0 0 0 19

0 0 2 0 0 0 0 0 0 2

0 0 4 0 0 0 0 0 0 4

0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

0 0 10 0 0 0 0 0 0 10

0 0 0 0 0 0 0 2 0 2

0 0 0 0 0 0 0 16 0 16

8 8 5 7 10 7 11 6 15 77

0 1 2 0 0 0 2 0 0 5

2 1 1 0 2 0 14 2 5 27

0 3 0 1 0 0 1 0 1 6

2 0 4 2 2 2 2 1 1 16

12 13 12 10 14 9 30 9 22 131

　ロ　心の健康づくり啓発普及事業

塩釜 岩沼 黒川 大崎 栗原 石巻 登米

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 0 1 3 10 17

58 0 0 0 0 0 46 107 0 211

0 0 0 0 0 0 14 0 4 18

0 0 0 0 0 0 75 0 47 122

0 0 0 4 0 0 7 0 1 12

0 0 0 106 0 0 84 0 23 213

会議関係

保健所主催
（心のケアセンターとの
打合せ等）

回　数

参加者数（延）

他機関主催
（ゲートキーパー養成講
座、市町村自死予防対策
連絡協議会等）

回　数

参加者数（延）

集団支援
（家族教室、交流会等）

回　数

相談者数（実）

相談者数（延）

普及・啓発活動
（研修会、講演会等）

回　数

参加者数（延）

県合計気仙沼
大崎 石巻

ギャンブル

その他（借金、買い物、浪費、リストカッ
ト、
金銭搾取、金銭管理、精神疾患、ニコチン、
摂食障害等）

内　　　　訳 仙南
塩釜

合　　　　計

ネット、ゲーム

アルコール

麻薬、覚醒剤、危険ドラッグ（疑いを含む）

会議関係

（別掲）専門相談対象者の問題種別　　（複数回答可）

保健所主催
（ケースレビュー）

回　数

参加者数（延）

他機関主催
（事例検討会）

回　数

参加者数（延）

保健所主催
（その他）

回　数

参加者数（延）

普及・啓発活動
（研修会、講演会等）

回　数

参加者数（延）

保健所主催
（事例検討会）

回　数

参加者数（延）

集団支援
（家族教室、交流会等）

回　数

相談者数（実）

相談者数（延）

大崎

相談者数（実）

相談者数（延）

専門相談後のフォローアップ
（電話・面接・訪問）
※以下の「8　その他の相談指導、関係機
関連絡等業務（1～7以外）」の内数として
カウント

石巻
気仙沼 県合計

個別支援

面接相談

回　数

相談者数（実）

相談者数（延）

訪問指導

回　数

相談者数（実）

相談者数（延）

内　　　　訳 仙南
塩釜
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5　ひきこもり対策推進事業

塩釜 岩沼 黒川 大崎 栗原 石巻 登米

14 24 10 0 12 11 9 8 7 95

25 32 13 0 11 7 12 10 12 122

43 74 18 0 36 21 21 25 16 254

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 5 10

13 0 0 0 0 0 0 0 3 16

28 0 0 0 0 0 0 0 7 35

0 1 0 0 0 0 0 0 1 2

0 23 0 0 0 0 0 0 20 43

0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

0 0 2 0 0 0 0 0 0 2

0 0 1 0 4 0 0 0 0 5

0 0 2 0 29 0 0 0 0 31

3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

8 0 0 0 0 0 0 0 0 8

0 0 0 0 1 0 1 0 1 3

0 0 0 0 48 0 71 0 13 132

0 0 0 8 0 0 0 0 0 8

0 0 0 88 0 0 0 0 0 88

0 5 12 1 4 1 0 0 3 26

0 183 153 16 98 17 0 0 72 539

14 16 6 0 8 7 8 10 8 77

2 9 3 0 0 0 2 1 0 17

0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 5 1 0 0 2 4 0 4 16

1 0 5 0 0 0 0 1 0 7

17 31 15 0 8 9 14 12 12 118

集団支援
（家族教室、交流会等）

回　数

相談者数（実）

相談者数（延）

他機関主催
（担当者会議）

回　数

参加者数（延）

保健所主催
（ケースレビュー）

回　数

参加者数（延）

虐待

家庭内暴力

性関係

他機関主催
（その他）

回　数

参加者数（延）

（別掲）面接相談対象者の問題種別　　（複数回答可）

ひきこもり

不登校

いじめ

非行

合　　　　計

精神疾患（疑いを含む）

その他（偏食等）

普及・啓発活動
（研修会、講演会等）

回　数

参加者数（延）

保健所主催
（事例検討会）

回　数

参加者数（延）

会議関係
保健所主催
（その他）

回　数

参加者数（延）

他機関主催
（事例検討会）

回　数

参加者数（延）

気仙沼 県合計

個別支援

面接相談

回　数

相談者数（実）

相談者数（延）

訪問指導

仙台

回　数

相談者数（実）

相談者数（延）

内　　　　訳 仙南
大崎 石巻
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6　その他の相談指導、関係機関連絡等業務

塩釜 岩沼 黒川 大崎 栗原 石巻 登米

53 142 82 30 77 52 94 58 55 643

184 200 131 460 208 147 216 225 176 1,947

29 90 17 16 36 19 42 37 34 320

63 130 30 18 79 22 82 92 107 623

22 31 12 5 36 14 39 18 27 204

106 89 27 26 77 76 116 54 120 691

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 4 1 2 0 3 9 0 6 25

0 21 11 19 0 12 53 0 35 151

4 3 1 11 0 0 0 15 4 38

32 13 12 90 0 0 0 73 20 240

0 0 0 6 20 0 0 0 0 26

0 0 0 37 103 0 0 0 0 140

0 0 8 0 0 0 0 0 0 8

0 0 56 0 0 0 0 0 0 56

0 0 0 0 0 5 7 0 0 12

0 0 0 0 0 41 67 0 0 108

1 7 2 7 0 0 2 5 7 31

8 38 19 92 0 0 32 39 73 301

36 29 45 0 37 14 0 16 32 209

303 99 542 0 329 97 0 86 282 1,738

0 0 0 3 0 0 0 0 0 3

0 0 0 16 0 0 0 0 0 16

0 0 0 0 0 0 28 0 0 28

0 0 0 0 0 0 318 0 0 318

655 541 532 228 247 341 221 675 228 3,668

14 11 11 2 37 4 17 0 61 157

0 1 1 0 7 0 2 0 2 13

2 10 0 0 0 4 3 14 48 81

2 5 0 2 1 2 2 0 1 15

0 0 0 0 3 0 0 0 0 3

0 0 0 0 9 0 0 0 0 9

1 0 0 0 21 1 0 1 0 24

1 3 8 0 0 3 28 2 3 48

0 0 2 0 0 0 0 0 1 3

0 2 0 1 0 0 6 1 4 14

20 32 22 5 78 14 58 18 120 367

118 88 25 27 77 14 112 15 89 565

6 2 12 22 47 6 2 2 30 129

3 1 1 15 18 2 3 0 19 62

5 6 1 0 7 2 5 1 16 43

1 6 6 9 18 0 2 1 15 58

3 1 0 7 3 0 3 4 44 65

136 104 45 80 170 24 127 23 213 922

他機関主催
（ケースレビュー）

回　数

保健所主催
（所内打合せ）

回　数

参加者数(延)

他機関主催
（ケア会議）

回　数

参加者数(延)

学校

精神保健福祉法に係る措置入院

参加者数(延)

回　数

参加者数(延)

参加者数(延)

回　数

回　数

参加者数(延)

参加者数(延)

保健所主催
（ケア会議）

回　数

参加者数(延)

保健所主催
（ケースレビュー）

回　数

参加者数(延)

大崎

相談者数（実）

備考欄

（別掲）訪問指導対象者の相談経路

（別掲）訪問指導対象者への支援内容　　（複数回答可）

状況観察

合　　　　計

合　　　　計

その他（就労支援、受診同行等）

警察

その他（検察庁等）

生活指導

医療指導

家族調整

精神保健福祉法に係る入院（医療保護入院・任意）

情報提供

会議関係

回　数

気仙沼 県合計

個別支援

電話相談
相談者数（実）

相談者数（延）

面接相談
相談者数（実）

相談者数（延）

内　　　　訳 仙南
塩釜

訪問指導

石巻

相談者数（延）

保護観察所

集団支援
（家族教室、交流会等）

相談者数（実）

相談者数（延）

回　数

医療機関

本人及び家族

市町村

関係機関連絡 回　数

他機関主催
（事例検討会）

他機関主催
（その他会議等）

職場

保健所主催
（事例検討会）

保健所主催
（その他会議等）
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調査研究 
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35

272
246

327 324

406 400
425

471

655
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200 205 196
172

113 119
151

185

17
49 51 42 51

71 74
57 65 67 74

41 52 49 43 38 32 28 28 18
0

100

200

300

400

500

600

700

800

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

来所相談の推移

本所（延べ） 南支所（延べ） 本所（実） 南支所（実）

（人）

来所相談延べ件数 4,272件
受理ケース実人数 263ケース

継続, 71, 27%

終了, 192, 73%

帰結状況（R5年度末）



3

１年未満
10%

1年～3年未満
24%

3年～5年未満
13%

5年～7年未満
10%

7年～10年未満
13%

10年～15年未満
13%

15年～20年未満
8%

20年以上
9%

不明
0%

ひきこもり期間

15歳～19歳
15%

20歳～29歳
46%

30歳～39歳
24%

40歳～49歳
12%

50歳～59歳
3%

60歳～69歳
0%

初回面接時年代

◎

当センター

本人＋家

族
11%

本人のみ
7%

両親
16%

母
47%

父
8%

祖父母
3%

きょうだい
3%

親ときょうだい
5%

家族のみ
82%

来談者内訳

広報・パン

フ
14%

HP等ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ
25%

家族や知

人の勧め
14%

医療機関

の紹介
4%

保健所の

紹介
8%

市町村の

紹介
11%

教育機

関の紹

介
5%

精保セン

ター内の

紹介
4%

その他の

機関の紹

介
8%

その他
1%

不明
6%

来談のきっかけ



4

0 20 40 60 80 100 120

15歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

不登校歴の有無

あり（全） なし（全） 不明（全）

（人）

0 20 40 60 80 100 120

15歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

就労経験の有無

あり（全） なし（全） 不明（全）

（人）

あり
64%

なし
35%

不明
1%
相談歴

個別相談
66%

家族会
12%

相談＋

家族会
13%

助言終了
8%

他機関紹介
1%

ケース支援会議結果



5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

１年未満

1～3年未満

3～5年未満

5～7年未満

7～10年未満

10年以上

不明

ひきこもり年数

支
援
年
数

終了者の支援期間

１年未満 1年～3年未満 3年～5年未満
5年～7年未満 7年～10年未満 10年～15年未満
15年～20年未満 20年以上 不明

（人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

aのみ

ｂのみ

cのみ

ｄのみ

eのみ

a+b

a+b+c

a+b+c+d

a+b+c+d+e

a+c

a+c+d

a+c+e

a+c+d+e

a+d

b+c

b+d

c+d+e

終了時支援状況

家族のみ 家族＋本人 本人のみ 家族のみ→本人支援

a 個別相談（家族）b家族会 c 個別相談（本人） d集団支援 e 社会参加支援

（人）
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地域における申請・通報事例への対応 

―令和５年度申請通報等処理状況から見えてきたこと― 

 

宮城県精神保健福祉センター     

                髙橋文子 升直美 三浦有紀 村上めぐみ 小原聡子 

 

 

Ⅰ はじめに 

 精神障害者の措置入院制度と同意入院制度が昭和 25 年度精神衛生法において規定され、

以降、精神障害のために、自身を傷つけ又は他人に害を及ぼすおそれのある者の医療保護や

人権擁護の観点から法改正が重ねられている。 

 現行の精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（以下「精神保健福祉法」という）の第

22 条から第 26 条の３までの規定による申請・通報または届出に基づく措置入院に関する

事務は、患者の人権に配慮しながら進めているが、全国の発生率は平成 28 年度をピークに

ほぼ横ばいであるが、宮城県の発生率は緩やかに増加している。 

 宮城県精神保健福祉センターでは、平成 18 年度、平成 25 年度、平成 30 年度に申請・通

報事例への対応調査を行っているが、今回、令和５年度における状況について分析し、前回

までの調査と比較し、今後の申請・通報事例への対応について検討を行った。 

 

図表１ 申請・通報件数及び発生率（人口１０万対）の推移 

 

 

Ⅱ 目的 

 令和５年度に県保健所及び支所８か所並びに県精神保健推進室（以下「本庁」という）で
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受理した申請・通報事例の取組状況について分析するとともに、前回までの調査との比較し、

地域における精神保健福祉業務の効果的な推進のための基礎資料とする。 

 

Ⅲ 調査方法 

（１）調査対象 

令和５年度において、県保健所、支所及び本庁で受理した精神保健福祉法第 22条から第

26 条による申請・通報 199 事例。 

 

（２）調査方法 

・以下の書類の記載事項から調査票を作成し、集計・分析を行った。 

①措置入院のための事前調査票 

  ②措置入院に関する診断書 

  ③措置入院のための移送に関する記録票 

・平成 18 年度、25 年度、30 年度に行った同調査結果と今回の結果の比較検討を行った。 

 

Ⅳ 結果 

（１）申請・通報区分 

令和５年度の申請・通報受理件数は 199 件、平成 30 年度と比較して 1.07 倍、平成 18 年

度と比較して 1.85 倍となった。精神保健福祉法第 22 条（診察及び保護の申請）、第 23 条

（警察官の通報）、第 24 条（検察官の通報）、第 26 条（矯正施設の長の通報）それぞれの

割合は、前回までの調査同様、第 23 条（警察官の通報）が最も多く、65.3％を占めるもの

の、第 24 条（検察官通報）が占める割合が増えた（図表 2）。 

調査年度すべてで、第 25 条（保護観察所の長の通報）、第 26 条の２（精神科病院の管理

者の届出）、第 26 条の３（心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者に係る通報）はな

かった。 

図表２ 申請・通報種別割合 

 

 また、県８保健所支所及び本庁の受理件数を図表３に、各保健所支所別の発生率（人口 10

万対受理件数）を図表４に示す。 
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図表３ 保健所支所別及び本庁の申請・通報受理件数 

 

図表４ 保健所支所別の発生率（人口 10 万対受理件数） 

  

（２）性別              図表 5 通報対象者の男女別割合 

 申請・通報のあった者（以下「通報対

象者」という）の性別については、男性

が 63.8%、女性が 36.2％だった（図表

5）。前回までの調査とほぼ同じで、男性

が高い状況であった。                   

 

 

（３）年代 

 通報対象者の年代については、令和 5 年度は、40 歳代が最も多く、20.1％を占め、平成

30 年度と同様であった（図表６）。年代割合の推移では、60 歳代以上の占める割合が徐々

に増えている。また、図表 7 のとおり要措置となった者の年齢においても、60 歳代以上の

占める割合が徐々に増え、令和 5 年度は 3 割弱になっている。 
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図表６ 通報対象者の年代別割合 

図表 7  診察結果が要措置となった者の年代別割合 

 

（４）居住地             図表 8 通報対象者の居住地別割合 

 通報対象者の居住地は、県内市町

村が 85.4％、他都道府県が 1.0％、服

役中が 13.6％であった（図表 8）。    

割合の推移をみると、服役中の占

める割合が徐々に増加している。                           

 

 

（５）就学・就労状況 

ここでの就学・就労は、正規・     図表 9 通報対象者の就学・就労の有無 

非正規雇用、自営業、主婦、学生  

等、何らかの社会的役割を有するもの 

とした。服役中含め就学・就労「なし」

が 80.9％であった（図表 9）。就学・

就労ありの割合は平成 30 年度より増

えているものの、平成 25 年度、平成

18 年度より低かった。                 

（６）社会資源の利用 
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 社会資源の利用については、全体 199 事例の 28.8%に福祉サービス利用歴があった。「利

用なし」が 26.1%、「利用歴不明」が 45.2%だった。 

社会資源利用歴ありの 57 事例中 24.6%が「保健師訪問」を受けており、「生活保護」「障

害年金」を受けている事例が、それぞれ 31.6％だった（複数該当あり）。 

図表 10 通報対象者の家族状況の割合 

（７）家族状況           

通報対象者の家族状況は、「１

人暮らし」が 23.6％、「同居者あ

り」が 58.8％だった（図表 10）。 

割合の推移をみると、「１人暮

らし」の割合が増加している。 

 

（８）主たる精神障害（ICD-10 による分類） 

  申請・通報事例 199 事例のうち診察を実施していない 14 事例については、事前調査の

内容から診断名を判断し、診察を行った 185 事例とともに ICD-10 により分類した（図表

11）。F2（統合失調症、統合失調型障害および妄想性障害）が 38.7％を占め、次いで F3（気

分（感情）障害）13.1％となっている。「その他」には、指定医 2 名の診断で ICD コード分

類が異なる事例 35 事例が含まれている。 

図表 11  通報対象者の主たる精神障害の割合 

 
※ICD-10 による分類 

F0 症状性を含む器質性精神障害             F6 成人のパーソナリティおよび行動の障害 

F1 精神作用物質使用による精神および行動の障害     F7 精神遅滞［知的障害］ 

F2 統合失調症、統合失調型障害および妄想性障害     F8 心理的発達の障害 

F3 気分（感情）障害                   F9 小児期および青年期に通常発症する行動および情緒の障害 

F4 神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害 

F5 生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群 

  

 割合の推移をみると、いずれの年度も F2（統合失調症、統合失調型障害および妄想性障

害）が最も高いものの、徐々に減少しており、F７（精神遅滞（知的障害））及び F8（心理

的発達の障害）が年々増加している。 
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診察の結果、要措置となった者では、F2（統合失調症、統合失調型障害および妄想性障害）

が 50.0％で最も多く、次いで、F3（気分（感情）障害）の 10.7％だった。「その他」には、

指定医 2 名の診断で ICD コード分類が異なる事例 28 事例が含まれている。 

割合の推移をみると、いずれの年度も F2（統合失調症、統合失調型障害および妄想性障

害）、F3（気分（感情）障害）の割合が高いが、F2（統合失調症、統合失調型障害および妄

想性障害）の割合は徐々に減少している。 

図表 12 通報対象者のうち診察結果、要措置となった者の主たる診断名 

 

図表 13 通報対象者のうち診察結果、措置不要となった者の主たる診断名  

 

図表 14  通報対象者のうち調査結果、診察不要となった者の主たる診断名  

（９）現病歴・入院歴         図表 15  通報対象者の現病歴 
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 現病歴の有無では、「あり」が

75.9%、「なし」が 9.5％、「不明」が

14.6％だった（図表 15）。 

割合の推移をみると、現病歴「あり」

が平成 25 年度以降 7 割を超え、「な

し」は減少し、令和 5 年度は 1 割に満

たなかった。 

 入院歴の有無については、「あり」が   図表 16  通報対象者の入院歴  

41.7%、「なし」が 50.8％、「不明」   

が 7.5％だった（図表 16）。 

割合の推移をみると、精神科の入院

歴「なし」が徐々に増加してきている。 

 

入院歴「あり」のうち、入院回数を

みると、「1～5 回」が最も多く、77.1％ 

を占めていた（図表 17）。 入院回数   図表 17  通報対象者の入院回数 

「1～5 回」のうち、「1 回」が 27 事例

と最も多かった。 

割合の推移は、調査年度によりばら

つきがみられた。 

 通院歴の有無については、図表 18 

のとおりで、「通院中」が 55.3％、「医

療中断」が 14.1％、通院歴「なし」が

16.6％であった。通院歴「不明」につ  図表 18 通報対象者の通院歴 

いては、矯正施設の長の通報のもの 

が多かった。 

 割合の推移をみると、通院歴「なし」

が減少してきている。また、医療中断

も平成 25 年度から減少してきてい

る。 

 

（10）事前調査及び診察の結果 

申請・通報のあった 199 事例の事前調査及び診察の結果について、保健所・支所・本庁

別、申請・通報区分別にみた結果は図表 19 のとおりであった。なお、緊急措置入院事例 2

例については最終診察結果で要措置・措置不要に区分した。 

本庁を除く申請・通報件数における診察率（図表 20）をみると、平成 18 年度は 28.6％か

ら 100％であったが、令和５年度は 68.2％から 94.7％となっている。岩沼支所においては、
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平成 30 年度から申請・通報の受理対応を行っている（平成 29 年度まで塩釜保健所で対応）

ため、平成 30 年度調査から集計している。 

また、診察実施件数における要措置率（図表 21）をみると、平成 18 年度は 0％から 100％

まで幅があったが、令和 5 年度は 60.0％から 100％となっている。 

図表 19 令和 5 年度 保健所・支所・本庁別調査及び診察結果 

 要措置 措置不要 診察不要 計 

仙南 15 78.9% 3 15.8% 1 5.3% 19  

塩釜・黒川 9 40.9% 6 27.3% 7 31.8% 22  

岩沼 13 65.0% 5 25.0% 2 10.0% 20  

大崎 20 71.4% 5 17.9% 3 10.7% 28  

栗原 6 75.0% 0 0.0% 2 25.0% 8  

石巻 24 54.5% 12 27.3% 8 18.2% 44  

登米 7 77.8% 0 0.0% 2 22.2% 9  

気仙沼 11 73.3% 2 13.3% 2 13.3% 15  

本庁 6 17.6% 2 5.9% 26 76.5% 34  

計 110 55.3% 34 17.1% 53 26.6% 199  

 図表 20 申請・通報件数における診察率        図表 21 診察実施件数における要措置率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請・通報別の事前調査及び診察の結果は、図表 22 のとおりであった。 

図表 22 令和 5 年度 申請・通報別調査及び診察の結果 

 要措置 措置不要 診察不要 計 

保護申請 3 100% 0 0.0% 0 0.0% 3  

警察官通報 80 61.5% 28 21.5% 22 16.9% 130  

検察官通報 28 71.8% 6 15.4% 5 12.8% 39  

矯正施設長 0 0.0% 1 3.7% 26 96.3% 27  

計 111 55.8% 35 17.6% 53 26.6% 199  

 

（11）診察時の状態像と問題行動   

診察事例における現在の状態像の割合は、幻覚妄想状態が 51.0%、精神運動興奮状態が

24.8%と次いで高かった（図表 23）。診察結果、要措置となった事例においても、幻覚妄想
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状態、精神運動興奮状態が高く、続いて躁状態であった。この項目は要措置となるとより割

合が高くなっている（図表 24）。  

割合の推移をみると、すべての年度において、幻覚妄想状態、精神運動興奮状態の割合が

高くなっているが、値は年度によってばらつきがみられた。 

 図表 23 診察時の状態像の割合（複数回答）    図表 24 要措置事例における診察時の状態像の割合 

                        （複数回答） 

 

診察事例におけるこれまでの重大な問題行動（図表 25）では、暴行、器物破損、自傷の

順で割合が高く、要措置事例（図表 26）では、暴行、器物破損、傷害が高かった。 

平成 18 年度分は調査結果から再集計ができず掲載できなかった。 

 

図表 25 診察事例におけるこれまでの重大な    図表 26 要措置事例におけるこれまでの重大な 
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な問題行動（図表 27）では、暴行、傷害、器物破損の割合が高く、要措置事例（図表 28）

においても、暴行、傷害、器物破損が高かった。 

図表 27 診察事例における今後おそれのある重大な   図表 28 要措置事例における今後おそれのある 

問題行動の割合（複数回答）              重大な問題行動の割合（複数回答） 

 

（12）移送状況 

令和 5 年度、措置入院にかかる 図表 29 診察及び措置入院のための移送（保健所（支所）のみ） 

診察（以下 1 人目の診察を「1 次診

察」、2 人目の診察を「2 次診察」

という）において、移送を行った事

例は 1 次診察では 24.6％、2 次診

察では 38.1％だった。また、措置

入院時の移送は 97.2％であった

（図表 29）。移送を行った 116 事

例のうち民間委託業者による移送

は 12 事例で、全体の約 1 割であっ

た。 

 割合の推移をみると、診察及び

措置入院すべてにおいて、令和５

年度は平成 25 年度より高く平成

30年度とほぼ横ばいの状況であっ

た。平成 18 年度分は調査結果から再集計ができず掲載できなかった。 

 保健所（支所）別の移送実施状況（令和 5 年度）をみると、気仙沼・栗原・登米で 1 次診

察からの移送が 5 割以上となっており（図表 30）、2 次診察の移送は、気仙沼・栗原・登米・
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大崎において 6 割を超えている（図表 31）。措置入院時の移送は図表 32 のとおりである。 

 

図表 30 1 次診察のための移送  図表 31 ２次診察のための移送   図表 32 措置入院のための移送 

（令和 5 年度 保健所（支所）のみ）  （令和 5 年度 保健所（支所）のみ）  （令和 5 年度 保健所（支所）のみ） 

 

（13）申請・通報日から措置入院までにかかった日数と対応の時間帯 

 保健所（支所）対応分の措置入院にかかる申請や通報のあった日から措置入院までの日数

（図表 33）は、警察官通報では当日及びその翌日で 100％となっている。これは平成 25 年

度、平成 30 年度も同様であった。 

図表 33 令和 5 年度 申請・通報日から措置入院（緊急措置入院含む）までの日数（保健所（支所）のみ） 

 保護申請 警察官通報 検察官通報 計 

当日 1 33.3% 47 58.0% 0 0.0% 48 45.3% 

翌日 0 0.0% 34 42.0% 2 9.1% 36 34.0% 

２日後以降 2 66.7% 0 0.0% 20 90.9% 22 20.8% 

措置入院件数 3 100% 81 100% 22 100% 106 100% 

 

保健所（支所）が対応した警察  図表 34 警察官通報から調査・診察までの日数 

官通報について、調査事例 165        （保健所（支所）のみ） 

事例のうち通報日当日の調査

は 88.5%、１次診察は 70.4％、

２次診察は 60.0％が当日に実

施している（図表 34）。 

 また、割合の推移をみると、

調査までの日数はほぼ横ばい、

１次診察及び２次診察では、通

報日当日対応が減少し、翌日対

応が増加している。 

事前調査はすべての通報対

象者に実施しており、事前調査の場所は警察署が 92.3％と最も多く、次いで在宅が 3.8％、
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病院 1.5％、保健所 1.5％であった。 

事前調査及び診察の時間帯   図表 35 調査及び診察の実施時間帯（保健所（支所）のみ） 

（図表 35）をみると、保健所

（支所）が行った事前調査 165

事例のうち 33.0％が時間外対

応となっている。1 次診察では

43.4％、2 次診察では 31.9％が

時間外対応であった。 

 実施時間帯の推移をみる

と、事前調査の時間外対応は

ほぼ横ばいであったが、1 次診

察の時間外対応は令和 5 年度

が増加し、逆に 2 次診察の時間外対応が減少していた。 

 

Ⅴ 考察 

（１）入院中からの途切れない支援 

 高齢化や単独世帯化が進む中で、通報対象者においても、年齢が「６０歳以上」の占める

割合や「１人暮らし」の占める割合が増加している。また、措置入院者においても、「６０

歳以上」の割合が増加している。 

当県では、平成 27 年 4 月に作成された「県保健所における措置入院患者等への支援活動

ガイドライン」（令和 2 年３月改定）により、保健所が中心となり入院中から退院後を見据

え、面会やケア会議等を実施し、本人や医療機関等の支援関係者の意見を取り入れた退院後

のケア計画を作成し支援している。このガイドラインは全年齢を対象としているが、特に 65

歳以上の措置入院者への対応は、高齢者支援に長けた地域包括支援センターや高齢者サー

ビス行う地域支援者と医療機関等の連携は必須である。 

 また、措置入院者は 30 歳台にピークがあり、精神障害があっても地域での暮らしが続け

られるような体制づくりが重要である。そのため、入院の早期から本人と支援者が退院後の

生活を検討・共有する機会を設けるとともに、入院中、服薬や休養しながら今までを振り返

り、各種見学や体験を退院後の生活に活かせるよう、途切れない支援を行っていくことが必

要である。 

 

（２）通院治療継続中の支援体制の充実 

通報対象者のうち、現病歴がある者が 7 割を超えており、通院歴「あり」で通院中の者が

徐々に増加し、通院歴「なし」や医療中断が減ってきている状況であった。以前の調査では

通院治療を中断させない関わりを重要視していたが、通院している方への悪化を防ぐ支援

も重要になってきている。 

症状の悪化には、精神疾患そのものの悪化も考えられるが、日常生活による何かしらの負
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担の増加も考えられ、申請・通報に至るほどに症状が悪化する前に本人が SOS を発信する

とともに、そのサインをキャッチできる関わりが重要である。医療機関や地域支援者は、病

状や生活が安定しているときから、本人と話合い、悪化のサインや悪化時の対応を共有し、

連携して支援していくことが望ましいと思われる。 

また、本人及び家族の高齢化や単独世帯化が進む中では、前述（1）同様に医療機関、相

談支援事業者や訪問看護、障害者サービス事業所、行政等で密に連携をとり、支援を継続し

ていくことが重要である。それぞれの支援者が、お互いに各機関の出来ることを理解し、役

割を明確にすることで、切れ目ない支援が可能になると思われる。 

 

（３）多様な精神障害に対応する人材の育成 

 通報対象者の主たる精神障害をみると、F2（統合失調症、統合失調型障害および妄想性障

害）や F3（気分（感情）障害）が多いものの、その割合は徐々に減少し、F７（精神遅滞（知

的障害））や F8（心理的発達の障害）が増加している。 

医療機関や地域支援者には、統合失調症やうつ病だけではなく、様々な精神障害を抱える

方と向き合える知識と技術が求められている。今後に向けては、人材の育成に合わせて、多

様な精神障害の治療や支援に携わる医療機関や地域支援者との連携がより重要になると思

われ、それらの積み重ねが精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築につながる

と考える。 

 

（４）保健所等の体制整備 

 厚生労働省で作成した「措置入院の運用にかかるガイドライン」では、「警察官通報を受

理した都道府県知事等は、原則として、その職員を速やかに被通報者の居宅等現在場所に派

遣し、被通報者との面接を行わせ、被通報者について事前調査を行った上で措置診察の要否

を決定する」とあり、当県においても、警察官通報の事前調査は全事例面接を行っており、

そのほぼ 9 割が通報当日に調査を行っている。そのため、事前調査の 3 割の事例で時間外

に対応している状況である。加えて、1 次診察は、通報当日に 7 割を実施し、その４割以上

が時間外対応となっている。しかし、2 次診察では通報日翌日の実施が 4 割となっており、

調査年度を追うごとに増加している。 

このことは、警察から通報のあった時刻の影響も想定されるが、精神保健指定医の確保が

難しい状況から 2 次診察が翌日対応となり、通報対応が二日にわたる事例が増え、保健所

（支所）の負担が増加していると考える。 

 また、措置入院にかかる診察のための移送においては、平成 25 年度より割合が増加して

いるものの、平成 30 年度より減少していた。保健所別にみると、気仙沼・栗原・登米では

1 次診察から移送を行なっている割合が 5 割を超え、2 次診察では気仙沼・栗原・登米・大

崎において 6 割を超える事例で移送が行われていた。これらは、精神科医療機関の少ない

圏域であり、迅速に対応するため、診察のための移送が必要となっている状況である。 

 診察医や医療機関の多大な協力及び「宮城県精神科救急情報センター」の更なる体制整備



により休日・夜間等においても対応を頂いているが、申請・通報件数が減少しない中、夜間・

休日のみならず診察医及び入院医療機関を迅速に確保出来る仕組みや、人権に十分に配慮

し、移送の民間業者への委託等、更なる体制整備の充実は今後も残された課題である。 

 

Ⅵ おわりに 

「措置診察および措置入院者支援の課題整理と今後の保健所の対応の検討に関する研究

報告書（令和６年 3 月 日本公衆衛生協会）」において、保健所が目指すものとして、「保健

所の役割は再犯防止ではなく、精神障害者が安定した状態で、地域で自由に生活できるよう

支援することである。そのために，措置に至るほどの重症者を発生させない包括支援体制を

構築していきたい。」と示されている。精神障害者の権利擁護を図りつつ、持続可能な精神

保健福祉支援体制を構築できることが重要である。 

また、精神保健福祉法の改正により令和 6 年度からは精神医療審査会において、措置入

院の必要性の審査が始まった。措置入院にかかる診断書や事前調査票などが審査の必要書

類となるため、審査を念頭に置いた作成が求められてくる。措置入院を決定する保健所（支

所）・本庁の負担が量のみならず質的にも増すことが想定される。 

本調査は、地域精神保健福祉業務の効果的な推進の一助となるよう平成 18 年度及び平成

25 年度、平成 30 年度にも実施し、減ることのない保健所（支所）・本庁で対応した申請・

通報の課題を明らかにすることができた。今後は、申請・通報に限らず、精神障害にも対応

した地域包括ケアシステムの構築を主眼に置いた調査とし、地域精神保健福祉活動の一助

となるよう努めていきたい。 
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